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AFAR BRIE LOLBRS GH 


EAB LSE ACY ta TRIE LPR GR UTC, AMO WR ZO 漢 
ME OVEL PRE L, Z DMC BUENAS CHEE BC HOT D, 偶然 に も 
TRA OH: BAK BAS 3 BE AUR DD SAAC HEGEL, BA ABLD 2 OM 
FIL ERS BIE O SHAK ORB OMB SAS 4 OH ICBO HEO 
C, 泥 土 その 物 の 研究 は 多少 の 遅延 を 見 る に 至 つ た が な が, 以下 に は その すでに 
EE CK OMROLS VERS, 以 て RODEO MEMBER A tS 
と 同時 に , |e) BO CH Ee HE L, 且つ その 批 和 制 を は ん と する も の で 
AD 

RHRERMORD 分 析 に 用 ひたる 人 資料 は , 萬 石浦 CD Beri AD, Hes 
e (UD, Sew UV), 伊豆 沼 CV), Sb Bee CVD, 青森 灘 (VID, 等 で , その 
PRAM OAR, HWBKS ONSEN TRG ORAL CORR GE HE 5 
HB AN 38 年度) に 記載 し ある も の と 同一 で ある 。 それ VORA, MMO 
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と 共に BB Stete AMP IC LTERR UT WRU SLOTH O2, ETH 
で は 基 表 面 約 1 HORT SABIE ROC, 酸化 鐵 の 細 締 が 表面 に 並 1 

に 現 は れ , 或 種 の 頁岩 と 同様 な る 現 名 を 示 し て 居る 。 

分 析 に 際 し て は その 未だ 分 和解 の 起 ら ざる 部 分 を 探り , 約 500 Be %e WATE 6 
PLE S 33 MOBIC Ade 水 を 加 へ , FESPA PR ik UT OR, 3 ED 
IKE L, S DPUERUE SBM REO LB KO LO MRT es 7 be 
CSPHE L, 222 ARBRE Lb te Be AMBIEN PATEL, The 
WEHERRT HP & ARE ZS STAB BKC SD SEOCH So CREO 

第 = 表 


"ow |-ap fam | avo| Ton lomo 


S02 | 49.90) 48.10) 46.85! 51.16| 53.89} 48.01) 56.37] 61.73 
AlgOg| 18.74} 16.54} 20.81) 17.65| 18.17] 21.85! 11.74| 14.93 
FeoQ3 | 11.45] 15.55] 7.78) .7.89| 8.49 875! 8.83| 9.65| 


CaO LO 1.95|) 104) 1.16). LA O03 263! 1267 

M,O 2.52| 3.79) 3.00] + S:86)> “102/97 05.43) SS SY 

K20 — 0.93/5 — = ー | = UGH ミー 

| NagO = 1.16 — — = — 206 

| TiOg 0.54) 0.42) 0.61, 0.49] 0.44, 0.64 024 — 

| MnO tr. 027 tx | tr. tr. tr. tr. ee oe 
inte: 14.87| 11.43, 15.34 12.61 14.48) 1357) 13.39) 10.96) 


| 


Total | 99.12] 99.88 95.43 94.32] 98.53) 99.01! 99.76 99.75 


IS Cfree) 0.02} 0.01) 0.03 0.01) tr. tr — — 
Organic O06 0.04 ee, ea 0.02; 0.05'  — ~ 


CD 萬 石 清 CTHL) 伊勢 潜 UV) Feta 
CV) 伊豆 沼 CVI) 見島 海 CVUD pp Beit CVIII) 3 re 


泥 板 岩石 基 と 移す る も の で あつ て , 水 成 岩 研究 の 最も 重要 な る 部 分 に AA 
する 。 

有機 物 及 び 硫 黄 ( 遊 刻 ) は 主 に 既に ゲル 化 せ る 部 分 に 含有 せら れ , HOA 
SRBC (SHOR IS ET DD BS, な ほそ の 存在 は 明らか に 品 め られ る 。 
ROKR DARI TCA SPL HIS STEW 


oF 完 a xX 153C 3 ) 


f 


SO Be 75 BAK k, AKAGI HSC BULLEN O 完全 分 解 物 と 思 色 し 得る る の で 
ある か ら , 風化 程度 の 差別 的 効果 , 乃至 は 陸地 の 地質 交 差 知 に よる 影響 に は 
圧し き 支 配 ゃ 受 く る 事 な く , 従 つて 史 ぼ 同様 な る 化 幌 成分 を 示す 可 き EC 
ある 。 

第 一 表 に 惑 て この 開 係 を 見 る と , 大 贈 に 於 て 類似 の 成分 を 示し , TOW 
は 勿論 , 各種 の 物理 的 環境 の 差 算 甚 し き 7 個 記 に 於 て , 2 O REBUM REPD Ic 
(LENE ORMEE LI G SBXMBMY CHS. TOME 0 aU 
が 地方 的 環境 的 特徴 を 表示 する も の は , その 化石 生物 を 除い て は DWE RE 
全 な る 粗 竹 成分 , 或 は 容 定 な る 重 確 物 (heavy minerals) SE\CPRADAT dh 


OT, その 右 基 た る 可 き 脇 駄 物 は , 概して 云 へ ば それ 自身 何れ の 場合 に も 一 


様 で て ある 可 き も の * 様 に も 思 は れる 2。 

重 確 物 に よる ARE OM AIEILS, 旗 に 一 部 の 人 々 に よ ょ つて BRC 
用 され , 惑 る 制限 の 下 で は 相 小 の 効果 を 興 ふ る も の で ある 。 然 し その 論 捧 と 
する 所 は , 等 磯 物 が 比較 的 に 風化 拓 抗 が 大 で ある と 云 ふ 概念 に 基 い て 居 
9, その 石 其 と の 比較 に よ つ て 得 た る 概念 に 基づく も の で は な い 。 

然し 征 ら , 控 様 な 爵 其 物 で も, 仔細 に 之 を 比較 すれ ば , その 間 に 可 成 り の 
差 遅 が ある 事 が 認め られ る 。 温 然 上 記 の 分 析 表 を 見 れ ば , それ 等 OW 
し き 異 同 が な く , 大 贈 に 於 て 米 國 西 部 の 古 生 層 泥 板 岩 の それ に 類似 し て 選 
る が , 試み に その SiO2 : Al,0O3 を 見 る と , FRB OTHE 49 BARUCH 
し く 董 酸 質 で , 導 笠 的 堆積 の 特性 を 現 は し, 同 叶 に 酸性 誠 放 物 , ThE TPE 
4:4) DE LS MER し , 他方 に 於 て 陸地 地質 の 特性 に も よる が 如く 
思 は れる が , これ 等 の 堆積 相 の 三 要因 が , MOA SBE ORB RAT SD 
Le ERAN AIRS SAS, 現在 に 於 て は 困難 で ある 。 然し 最後 の BNO 
MBs 腹 欺 物 は 陸 岸 性 物質 の 完全 分 解 の 産物 で ある と 云 ふ ABE KOT 
HG 6 SRBOMIES BDETHUE, BT OCB KE O ORE, LOY 
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AE, LORE O LAI BRED ZA OBE IIL T BMT HFS 6 
の で あら う 5。 

BAO SF RUCH OT, Fit, FEE, 伊豆 沼 等 の 淡水 堆積 に 座 て は , HK 
A BESEW, 2.9, 2.8, 2.9 な る 結果 を 示 し , SL, 伊 熱 灘 GE に 2.2) 乃 至高 石浦 
(2.6) DW rRHEREE O も 圭 酸 質 て ある 。 こ の 結果 は 江 海 堆積 に 於 て 河 流 の 
BOR しき 場合 に 該 洛 する と し て も , な は 充分 に 廃 明 が 出来 な い 。 CORA 
に 就 て は 後に 述べ る 事 と し て , RIS (SHIRA OS Fv VAS WTR AS 成分 に 
開 す る 分 析 の 結果 を 掲げ る 。 

可 溶 成分 。 盛 酸 に 可 深 な る 成分 の 検定 に は , LaBrie hey 1 瓦 を 取り , 
272 FSA ERR OO Coc と 共に 12 時 間 常 温 に 放置 し , 後に 選 を 濾過 し て 環 通 
DB BNMO CPM 2 IT OT: ARRAN SD BLS PEER O FE at b , A 
—- Hite 3 RUE RAREEML 50 cc と 共に 12 NFHAREE Liz 2, Cre HEHE L 
KEDCHSo MOM <, PMCS S > KUHIO, BUICK 4 af 
TED eR LICE OTA SL, その 分量 は MMS HE G SS (ST BIE 
も な い 。 然し この 方 法 は Hey eee ED 6, HERO SBMS 不定 
な る 結果 に 陥ら ず , 店 か も その 可 溶 量 は 可 成 り 大 で ある 。 

第 a EE 


I Il Ill IV Vv VI 


sg FeaOs | 5.50, 6.60 6.56 7.76 | 4.24 | 5.78 

Al203 | 6.43] 8.72 5.50 6.27 7:72. | 7.29 
CaO 1.07} 1.46 0.68 0.79 0.85 | 0.38 
酸 MeO 1.85] 2.06 1.58 1.12 COSTS alot 


2 Si02 8.93} 7.70 | 10.50 | 13.23 | 10.76 | 12.81 


FESR Oe TILA ¢ BOTKTET, その 可 溶 成分 を 検出 し た 。 先 づつ 105°C 
に 乾燥 し た 泥 土 の 一 定量 を ッ ク ュ ぇ レッ レ 松 置 に よ つ て 水 を 用 ひで 抽出 し た る る 
DC, 抽出 時 間 は 9 時 間 で ある だが, © ORISA BRE EO SIL BOSH. 


Bh FE 5: ciate & 155¢ 5 ) 


(SERIA S So VAMOS (Sth UE 2e 10 時 間 と し, MBO ATA 
(Sita Pee BEI し , ESO AEC Ze BRE LC o PES TTAB OF BE 
4 BEBO [Mi WOR b ZITO. 資料 は 千 潮 水深 4 米 
下 の 泥 土 面 よめ 6,9, 12,15 尺 の 四 種 の 深 さ の 泥 土 で あ Do 
第 = R 


eG! YO") CLS IB.) B 6’ 9 LOU teak’ 
Cl 1.60} 244- 211) 2.48 SiO, 0.13} 0.10, 0.20) 0.09 
SO 1.36 1.49 1.81| 2.95 P20g | 6.80| 5.49| 5.84 5.76 
Fe | 0.02) 0.04 0.05| 0.07 AlyOs| 9.10) 9.49 8.92| 9.00 
Ca 0.11; 0.09, 0.09 0.16 CaO 1.89 0.88 0.97) 0.82 
Mg 0.18) 0.17; 0.23) 0.29) (MgO | 1.64: 1.48 1.40 1.59 
SOs 0.92; 0.83, 0.92) 0.76 


Total | 3.27) 4.23 4.30) 5.25 Lig. | 11.22 10.57] 11.07] 12.23 


7.48 10.01 18.97 20.27 Resid, pees 70.88 68 82 69.50 


Cc 
D | 66.39) 64.83) 63-83) 67.19 Total | 99.98' 99.671 9 99.75 | 
S pot Os: ole Soa ota 9.98; 99.67) 99.02) § 9.75, 


(A) RM Ka «(CB RT Ra CC) PARES WA Ose 
CD) PHL CS) 遊離 硫黄 
上 表 中 最も 著 し き 現 祭 は , 水 に 可 浴 性 な る ぁ る 物 質 ( 表 A), ROTA PEER 
CBC) が 深度 と 共に 増加 する 事 で , 特に 培 酸 は 著 し き 増加 傾向 を 示 し て 居 
る 。 水 に 可 深 な 成分 の 中 , 深 さと 共に 塔 加 する 傾向 の 最も 療 し い の は SOx 
THOT, Fe {MALE LS HIM UTH So TOM, HEISARIEHS TRS 
共に 増加 し , Ca, Mg SE 8 alPee SI eA TSOP AS, HERE BE te 
興味 ある も の で ある が , LHECMCLMORG Ci F SBILT SC Ole 
LPO BV BRO (kd 20~30% OF ITAL L, HER OIE, 海綿 , 骨 針 等 も 
著しく 多量 て ある 2。 
PRB to BOO SA, 水 成 岩 に 晋 通 に 存在 する も の は , ヵ オ ン リ 核 物 
線 泥 物 (水性 雲母 を も 含む ), BEB RO 滑石 乃至 雲母 物 で ある 。 ties 
鐵 苦 土 球 酸 物 の 分 解 物 で , AN (SRRUE A EEE SEE ORM , 殆 ん と 純 炊 な 
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る 線 泥 石 成分 を 示す 場合 も ある が , WIHT A PH 20% 以下 の 成分 を 構成 
する も の で ある 。 陸上 の 普通 風化 に 謀 し て は 殊 に 腐植 物 の 存在 に 人 礁 て 多少 
不安 定 で て ある が , WEI TSMR RETHS. 04 Y > PIL EEL 
て 長石 類 の 分 解 物 て , BA 8 TOME O18 BOTH Bd, 普通 風化 
に は 多少 安定 度 が 大 て , 海 庶 で は その RHOMMDA So VEL LE 雲母 の 
BIKld, ERG LPAI ODM < , THE OAHETILEIO CREA EO 
LERAD AGRE DAKTCH bo MPC, 或 種 の 粘土 は 時 と し て BRED 
BUKDD 61MS OTH S. HARSH, 火山 性 硝子 , その 他 非 カオ リン 尾 
球 酸 化合 物 の 分 解 で 生じ, 叉 な 生物 盤 の 堆積 , その 分 解 等 の 結果 と し て 生 ず 
る も の が 多く , カオ リン の 存在 に 於 て は 之 と 添加 的 の 結合 物 を 形成 する こ 
と が ある 。 : 

泥 土 環 成 の 比較 上 記 の 泥 土 類 を 高度 の WMT CRLT 8, Ze 夫々 の 
組成 中 物 に 征 別 する 事 は 困難 で ある が だ が, 地質 時 代 の 若い 泥 板 岩 検 鏡 の 経験 - 
DEBE, こ ゝ に その 分 析 表 掲げ た 種類 の 泥 土 の 主 成分 は , BG St 
リン 物 (Ka), BETKEERR (SD, Hele (Ch), 及び 雲母 物 (Mi) の 四 種 よめ 成 
る も の と 候 定 する 事 が 出来 る 。 勿論 以上 の 4 種 の MMOMS ld, 必 し る も 風 
化 の 最後 生成 物 で て は な く , 極端 な る 風化 に 於 て は 更に PRB Ze BWP 
する も の で は ある が だ が, これ 等 の 場合 に は , 白 様 な 優 想 も 許し 得 ら れる も の で 
ある 。 

困 し て 然 0 と すれ ば , dete 4 OBA Ze 上 記 4 UR OSC 表示 
SORDHA, COLA EMBO AD BA 6214 Ls 可能 性 が あ 
る 。 (ELC OMBED ER 0 SRE Ot, BAC 供し 難い 恐れ が ある 
か ら , こ ゝ に 最初 の 試み と し て , SAEOPYA 2 S— hem BBO 
Bo B&G S, CASK ORAS TS, MIROWRIA kO TZ 
善 を 彫る 可 き も の で ある 2。 A 


CE 


wi 「 移 a x 157¢ 7 oa 


まう づつ 第 一 EE A ee は 泥 
ale BFE EAC, その 一 部 は 炭酸 物 あ な す も の で は ある が , 耐 も 泥 放 
TED BACHE OLS, TOR(LMY CHACHA So MRO = その BRAD 
4¢-4t ei Lit OGRE へ る と , COKMP(SMRA NBS 雲母 類 の 
ee 

る 限り は , Ze TAO AED & と し て 取扱 ふ 可 き で な い 事 も 自ら MSC 
ある 。 WIA SSE O I KOM S MUKOWM 2 想定 し て , 計算 の 基礎 と 
定め た 。 

第 四 KR 


「 線 泥 物 J」Ch | patepyp imi | 772-4) eae Si 
SiO2 % 30 % 35 | % 46 % 90 
AlgO3 ee 9201 | 40 oe 
Fe203 25 | 20.- | = = 
MgO 15 15 | = | = 
K20 = Diva) — = 
Hs20 10 5 | 14 10 
Total 100 100 | 100 100 


ESHA KOMMRI BOWLS HVEB PIERS 52 O EBEL, この 
ELE LB-KROBLAROA MS (EE CBMISIDEL, KAO 
| (Bs SEEM, BEL, TOMO Ae 第 四 表 の 比例 で 計 出 し , それ 等 を 第 
一 表 の 夫々 の 成分 よめ 控除 し , KIBEO OFELD HK HAY v2 形成 する 
も の と し て 計算 を 行 ひ , ZHI UT BP Sark SHRO PE MBIL 之 を 遊離 
DEERBR LBGET Oo 最後 に 上 記 4 OM ID BAKE LOZ 2 KS 
EDEL UTRADARHHES 2ZOCHS. COAKSUAMRC HA S 
が , MROWFNK KOT NK SRA A G Fo 

BS DMO MAPS, ELLIE ENS HOTS IEE RIE TH BI 6, ZH 
に 就 て は 特別 な る 場合 を 除い て は 重要 殊 し な い 。 も し 泥 圭 泥岩 に 炭酸 足 物 - 
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Dd BURL ID ZR CH EELOM SHAT 0 LBS Hin 
 BEDLEED BELL BD ANT OD, 然 ら ざれ ば 加里 に よ つ て 組成 分 
と し て の 計 穫 を 行 ふ ふも の で ある 。 MRIC LTH LOLS F OMA HRS 
に 局 分 すれ ば 第 五 表 の 通り に な る 。 

ae ee 左 表 の BISEENRZ 4 種 の 組 
| A Deck Mi | ka) St roa] RPBRMNC AEs e RRA 


tre 163 | 5.4| 50.5 | 27.7 | 100 す も の で て , その 合計 は 第 一 表 
.9| 32.6 | 100 ie 

m | 194] 118 | 53.4] 224} 100| OzsEMBa at -t Ss 
IV 39| 17.81 39.6 | 33.7 | 100 ; me eae 
7v 27| 19.9 1 49.5 | 28.2 | 100 | OCHA lsemE] FARO ald 


vl | 160| 18.5 | 45.8) 197 | 100 i es aie 
Vit | 114) 126) 33.9) 418| 100) TRICE, Bek, HEPEW Be 


501 | 100 | sai, BEATA, OB, DON, 
|B] ch] mil Kal S |Total 5288 MRL O, Hee — 


3.70 | 1.56 | 18.00] 27.64 49.90 ROA 2 IME 6 RAKOTKEE 
sg: | 412] 4.04 | 13.21] 27.73) 48.10) ; ; 
me | 3.16] 331) 20.83) 19.55 46.85 に 海 成 堆積 必 し も ゃ 理 質 な ら さ ざ 
ie | 224| 5.28| 15.36 28.26| 51.16| hme Se 

人 0.74| 632) 21.03| 25.80| 53.87| SAMPARA し て 居る 。 こ の 事 
< | 3.62] 8.45 | 16.80| 19.14 48.00 ee Sie 
3.20 | 4.10 | 77.41! 41.23) 56.37, (‘S84 TRC, ERO 2 ls 
2.96 | 1.24 3.5| 43.93] 61.73 


~~ 
— 
= 
= 
bi 
= 
に 
co 
a 
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lage 
On 
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QR 


必 し も る 海 成 湖 成 の 別 の み で 室 
Ch (eer J Mi | 2 | 
Kafaayy | Si [seme | まる る の は な に MS, Zle 


ょ つて 堆積 相 を 制定 せん と する は 無 意 味 で ある 。 

上 表 の A を 見 る と , 淡水 堆積 た ぁ IV) SESW RO (V) 伊豆 沼 の それ は 
CO PIER ORI CHEO 8 OIE US FO, KN PER ORE 
大 で ある 。 こ れ は 前 逃 の 通り © OM MOM DOLE 7k ICIS SHA 
SY 2058 OAR KOT RA LBA <, RBM VD の それ の 如き は 肉 
IRANS & BELOS HCA SRC SD, その 大 片 は PENS rie SHAH 
Cb CORRODE ERI BULA TNE 0 BI AD は 例外 な る 如く に 
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る 見 える が , COMO t Miitkna OS SBF as TRO MWA, ZO 
(WAIODBS BET t OWS & ME BET Fue, よく 上 表 に よ ょ つて その 
He 2241 AED ACD 5 PERS (LRIRHERRISIS Cb NRC, HERA 
分 解き され て ヵ ぁ オ リン 其他 と な り め , 従 つて 「 線 泥 石 」 の 比 量 を 塔 加 する に 至る 
可 き は , 前 表 か ら も 推測 出来 る 外 に , 第 三 表 A に 於 ける 可 溶 苦 圭 量 が 深度 
と 共に 増加 する 傾向 を 示す 事 牛 か ら 見 て も 明らか で ある 。 

以上 要する に 完全 風化 産物 と 優 定 し 得 可 き 妥 基 泥 上 も , 以上 の 如き 方 法 
に よ ょ つて と を 表示 すれ ば , その 堆積 及び 陸上 風化 の 環境 を 或 程度 まで 反映 
SOPVAM SIS. MUCI ODED RAE SEGA SAKMAOD 
HILO Z ORM MENS SBD UAC BREIL IE G 3 。 

有機 物 ARMOR BOC, B-KRORA 6, 硫黄 の 含量 と 共に 
記載 し た が , CPSC RCS CME ST SHRED H SRL MSSM 5, 
LEAK (SED CHOP AL GUS TE So 

摘出 は ックス レレ 装置 に より 連 績 的 に 行 つ た が , な ほぼ 有機 溶剤 に 抽出 せら 
れ ざ る 有機 物 が あり , WBN LOCHM, 石油 様 の 液 科 等 を 生ずる 事 は 特に 


注意 に 値 ひ する 。 
HEED JEL. DAL OER ORS E NBO O CD B o 

es KR R この 泥 土 の 有機 

ya at wee | 物 中 海藻 叉 は 水草 


RECR | ans | ミン ジル | 乾 溜 | 合 
6m! 0.06 | 0.04 | 0.04 | 0.14% 012 | SORIEYSEO 
9 007 0.03 0.03 0.13 0.15 
12 0.07 0.03 0.04 0.14 0.12 (22% 除き , LF 
15 0.12 | 0.02 | 0.05 0.19 0.11 4 
| 3 | 調 腐 植物 は 除外 き 
れ で て で 居る 。 人 然し な ほ 水 に 可溶性 な る 有機 物 の 微量 が BLS tr, 22 HE 
ish BUT BELO, HORM RaeHS S. 上 表 中 ク 


my ob A 抽出 は 5 時 間 , < ン ゲル は 16 eR L, その DA < 
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着色 せ ざ る に BOTL PEL UK. CORED 時 間 を 延長 する も る, AH 
量 は 殆 ん どど 増加 され な い 。 HBS 抽出 残 津 に 就き , 特別 の 石英 管 で 行 つ た 
Ds, その 束 溜 量 は 早 に 液 駄 の 物 の み を 定量 し た 。 HEROIC KOT, そ 
の 汐 油 量 は 不定 で ある か ら , 上 記 の CLEAR DRIED PRI WE Oo BM 
様 な 有機 物 線量 が 深 さ と 共に 審 ろ 増加 する 事 牛 は , 第 三 表 の A, D と 比較 し 
て 特に 注意 を 要 す る 。 

伝 黄 は クロ ヽ ゝ ネ ホルム に 次 解 し 來 つ た も の ゝ ・ み を 定量 し た 。 こ れ も 式 る 深 
さま で は 増加 し , それ 以下 て は 再び 減 小 する 傾向 が ある 。 バク テリ アプ 活動 
DAKE & ZAED 6 HEE MHZK E 5 0 

Th (SBSH ES 2 OL, RE (2 DD 2 AFI 4 72 BEL, そ 
OP SABE 48*75°C CHS. NF 7A ン , HIRED PESBH OHS, 
ePRC LEB 1.54) (2 KOTKMi SAL L, Ze 7 rv a nr BSE (1: 1) CHE 
し た る 後 , ア ャ コネ ホル を BREE LD TAMIR 稀 臨 酸 を 加 ふ れ ば エマ ャ マル ジ 
ョ ン を 生じ , 或 は 同じ 溶液 を 引 析 し て 稀 忠 酸 を 加 へ る と , UNG 22 A OCIA 

(LP SORBD Do WH Ph OMMEDWOAKBISISGDT HG 3 。 

BAW OMOAAR DTM ORL, CRO OCH Zc 


B + 表 
| At Di 酸 | Rite Net eH 
BS aS sa 0.05 0.01 0.06 . | 0.02 
ae 0.04 te 0.04 0.01 
a & ®t 0.04 0,017 92005 ements 
| fF soit 0.04 0.01° |: ONG ro4 S 40.03 


YAAK 2 2 > RU ALO, #50 EC 抽出 を 終っ つっ た が , KAI HAT ZEO 
TAC ISEB EO CIE KDE ILS YY, アセ ント ン 其 他 の 溶剤 
を 用 ふれ ば , 更に 多量 の 抽出 物 を 得 可 き は 明か で て で あり, 他方 に 於 て 抽出 不可 
能 な る 有機 物 の 存在 も 赤 明 白 て ある 。 不 鯨 化物 中 に は 硫酸 及び フォ ル マ リ 
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> 等 に 作用 され ざる 安定 有機 物 が 存在 し, FT OMABPED & Old 題 微 鏡 下 に 
MMT AR し , 叉 明らか に 旋光 性 を 有 し て コレ ぇ テリ ン に 相 党 する 物 も 
BEL SATE DS, 極め て 微量 で あつ て 未だ 充分 之 を 座る に 至ら な い 。 LAS 
肪 物 を 乾 溜 する 際 に は , 少く と も その 一 部 は AHILIIE BSS. BRAD 
存 癌 を その他 に 就 は 更に 研究 の 進捗 に 供 つ て 報告 する 所 が あら 5。 


マー マタ イト の 燃焼 と 抽出 に 就 て ⑫ 
THA+t 4 I Rm RE 
re+ 岡 田 a 


鐵 の 抽出 卒 は 一 般 に MBB REE S REALS UT, 850 EIS PED tA 
AUS 78 O , AEAUETRIED LHR LIE Ee BRON 22 EU, 然 も 高温 度 
(RST AIK UTS % BREE REBT AE LES 1m BRIA] す 。 

次 ぎ に 確 粒子 の 奥 ふ る 効果 を 見 る に 類焼 温度 , IPB] JL 溶媒 液 の 濃度 
等 互 に 連 開 し て , 複雑 な る 開 係 を 虹 す る が , 是 等 を 第 石 表 及 第 六 表 等 よめ 結 
論 す れ ば , 750 度 以上 の 高温 米 焼 を 行 ひ , 亜鉛 を 抽出 する 場合 に は , 粒子 粗 
大 な る も の 程 高 き 抽 出 率 を 晃 し , 650 KE ATE PRI 類焼 時 間 短 き 場合 
に は 200 目 科 以 下 の 微 量子 程 高き 抽出 牽 を 示す , LBRO 抽出 短 態 を 見 る に 
850 度 に て 類焼 すれ ば , 粒子 の 大 さ に 殆 ん ど 義 係 な く , 極め て 低 き 抽出 卒 を 
示し , Webel HEARD LT 650 度 に 至れ ば , 30 錠 硫酸 に て は 何 れ も 50 錠 以上 
BONA A, 即ち FeS は ZnS よめ も ALIRIELS CHARICE 6 B % 
事 を 知る 。 

要する に 低温 族 焼 せる 試料 を 濃厚 な る 液 を 使用 し て 抽出 する 事 は , 徒 に 
鐵 の 抽出 卒 を 高め 無 盆 に 溶媒 を 酒 費 し , 抽出 液 の 清輝 作用 を 複雑 な らし む 
る 結果 を 招来 す 。 
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SR 6 (IRE IE Ze SEG (nd) RPBEME TA 22 HF LS fe 6 Lic Sra isan, 
ILD BAR 2 Fh. B 15 o> GPIB JE e550 度 に 下げ, 類焼 時 間 を 24 EA] IC AE Be 
UCD Ze BB Lit DRERISKO M Lo 

BLL E EBBADNC AS 類焼 の 効果 な きも の に し て , 硫酸 化 作用 は 比較 的 進行 
じじ で 居る を 認 む 。 


| & © Oo th wm A 鐵 の 抽出 奉 
粒子 の 大 さき | Kc HS | Lowe HK 15%H2SO04 | 15%H2S0O4 
“ も 


の 由 る も の | に 由 る も の | に 貼る も の 
80~110H fi] 6.25 12.3 | 18.9 22.6 
40~60 3.1 6.0 12.0 14.5 


SURGERIES O AS5R Ze RGAE TK, PRACT S 如何 な る FER eT 
SOD DGD I=, —200 BOK 2 100 分 間 850 及 650 に 類焼 し 
た る 結果 は 次 の 如 Le 


硫酸 根 と | wi Mm Oo Hh Wh A | 鐵 の 抽出 奉 
し て の 硫 15%H2 | 15% H 
# | Lowe wel Sey? SO4 2 
850 58.3 | 16.4 | 0.16} 0.04 0.4 


650 | 53.5 15.0 | 80 1.70 5.6 


tei wigs | ag | Ait 
| | 


85.3 87.7 6.0 
52.3 65.5 34.0 


BD t ASA Ze Wl LO 8 BEBE Ute BAIS HL UC IB ISSEAT ES, 
BRIT RUBIEIE ICIS T IMO BEE U6, と を 第 一 , 第 二 及 第 三 及 第 五 等 の 結果 
に 比較 すれ ば その 差 一 目 瞭 然 た り , 但し 硫酸 醒 鉛 の 量 は 大 差 な Lo 

猫 ほ 余 等 は マー ァ タ イト の 凛 焼 進行 基 態 を 見 る Th I, 暮 通 の 如く BK 
PE % GIN し ,0.5 瓦 の 試料 を 除 々 に 温度 を 上 げ つ 自然 通気 中 に て 矯 焼 し た 
る 結果 は 除 園 の 如 し , 縦 軸 は 重量 の 減少 を 廣 軸 は 温度 を HBS &OIL 
て , 550 EME © FeS の 酸化 が 始ま り , 一 部 分 硫酸 貴 と な る 色 め に 重量 は 
次 第 に 増加 し , 600 度 前 後に 至れ ば 硫酸 臣 の 分 解 起り , 同 叶 に ZnS は 酸化 物 
ARRON BEC, その 結果 重量 は 滅 少 し , 650 JEMBE CAML ER OR 
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KEL, HG (IRIEL ULM O MME DK L HET Ly Bab CB 
は 再び 増加 する も ,725 度 よ め ZvSOg (LAME L, 900 EI Bais ILC AL a 
PA ETD, SPIRE O LF ROM <A CIRO HES O LBD, Ki 
LSS AGI IC HUSA © , SUMAN OHO ol LTRS AHS 影響 


PARPRIC HHS ~~ R141 b ORB 


ane SEE? 
SSS S5 ik | 
be ト | ta 
= aaa + ral 
ce ee ゴ sil ale 
> eee: | 
ei 5 a fa T 
量 + 
tee 
2 | hk 
減 i | 
に | 
T Bee, ーー i 
es es a T= > Oe aa ae 
i HEY | 
| eee | Bi 
aE lk 
L | | 


300 400 500 600 700 800 900 1000 
> © 焼 im & 


(ZARHMCDS TRE O HEBER & BT 0 
GO @ 
以上 の 結果 を 炊 の 如く 線 括 する 事 を 得 。 


する や を 見 む が 径 めこ 
に , 加熱 速度 を BEC 
て 試験 し た る 結果 を 
示 め せる も の は 曲線 
(a) 及 (b) 750, 曲線 
(a) (S43F 5 EO 割 
合 に 保てる 場合 に し 
て (Pb) 曲 線 は 短 分 10 
度 の 割合 の 加熱 線 な - 
9, 叉 (曲線 は 550° 
度 に て 24 時 間 類焼 
し た る も の を 試料 に 
Hx OC, 再び FARFE 
に て 測定 し た る も の 
な り と す , 此 の 結果 


マー マタ イト を 200 Ai, 80~110 EI fi, Be 40~ 60H HD = BERN IC 
WH Ly RGIBRIE HE BR PISESIAL A2SBIIS L, Z OMS ILS EO REE LT BE 


を 施行 せ 9。 
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ii, 硫酸 西 徐 の 生成 量 は 650 度 に て 長 時 間 類 焼 し た る 場合 に 最大 値 を 表 
Ly HOBBS SILC ABIL (8 © , 従 つて 硫 醒 細 と し て 水 に 由 り ひ て 抽出 せら 
る ゝ 事 な し 。 

idl, 太 溶 解 性 亜希 忠 の 生成 量 は 850 JEONG &Z < MBIB LE 750° 及 650" 
に 低下 する に 従 ひ て その 量 を 減 ず , L 同一 温度 の 場合 に は 類焼 時 間 長 き 程 
多 し 。 

iv. 650 及 750 度 に て 生成 せる 不溶 解 性 硬 錯 監 は , WRI OPE LS $850 度 
に て 生成 せる も の は 殆 ん ど 分 解せ ず 。 

v. 抽出 に 際 し て は 溶 妊 の み を 種々 に 遂 じ , 他 は 一定 條 件 下 に 施行 せ 9。 

vi. 2 PRODANAL Het 5% ょ よめ 1522 人 硫酸 の 間 に 於 て は 酸 の 濃度 と 共に 増加 
し , 叉 鐵 の 抽出 量 は 15 錠 よめ 30 用 硫 酸 に な る に 従 ひ て 著しく 増加 す 。 

Vit. PL TOK S (SAGES AL < SCENE HDS BE LS 6, 類焼 時 間 550 分 
に 及 べ ば 殆 ん ど そ の 影響 な し 。 

vi マー マタ イト に 於 て も FeS は ZnS | OF SIR GA. 

ix. 550 MEL CLLIB A, EBM Sc | 

x. FRKREIS EO CHPREOMEA TAKE 2 Wie Ut SARIS よく 以上 の 結果 
tO. 

要する に 以上 の 結果 より し て , マー マタ イト の 硫酸 化 族 焼 を 行 ふ 場合 に 
於 て も , 享 鉛 の 不溶 解 性 化合 物 を 生成 する が な か, RMB AC OPTRA (DD a8 SH & 
同様 650 度 を 最適 と す , 然 れ ども 妖 焼 を 迅速 に 行 ひ 工場 装置 の 能 カ を 増大 
せ し む る に は 750° 附近 に 於 て 類焼 し , 稽 々 濃厚 な る 酸 を 以 て 抽出 すれ ば 不 
溶解 性 証 鉛 化合 物 を る 分 解 抽出 する 事 を 得 む 。 但 し 此 の 場合 鐵 の 抽出 座る 
高まる を 以 て , COMB ¥Y RTE 12 錠 位 の 硫酸 液 に て 抽出 する を よし 
と す , 但し 濃厚 な る 酸 を 溶媒 と する 場合 に は 果して 宣 際 操業 と し て 750 度 
D3 BTS DPB PBEl ZR O, AF LAA 850 度 に て 類焼 する 時 は MEP 
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MASI Sb SAE}, 鐵 の 抽出 座る 恋 著しく 減少 する を 以 て て, APT 
ELTS—FF SORA O o PVA AHE OD PE Ne Hh MNO SHOWER 2e ZO 
ます 摘 用 する 事 を 得 。 


Fe Fp RO tt Ee Ec RT 


St Ok BY fe BB 
mt lit Fe 

WONG Re CG (SAFC ISO % BTC O EM & UCHR G te DA 
DACA AALS % Ke BFR ES ABM UT OLLO SE & O BED 3 DBR 22 
PRE LLORBEROWRE ENCBHY 69 6 HH LUTEAEKLOPO 
FE, PAE LC PRA BUK IS, BUMPED  & OD WHE Te BC & MEDI 
た れ ば こ ゝ に 其 の 大 要 を 報告 せん と 欲す 。 

ok 窒 淫 石 は 山口 村 骨 生井 戸沢 の ペグ ダマ チッ ト 中 に 出 づ 。 主 と し て 小 
Hike UR Be LCM. MEE UTD BREET EO SHO. 
EAR 2S も の は 長き 2mm.~3 mm, fs 0.5 mm, 以下 を 常 と すれ と 時 と 
し て 長 さ 15 mm. 以上 に 及ぶ も の あり め 。 

RM 結 曲 は 二 種 の 面 最も よく 人 次 達し 他 の 面 は いづ れる も 小 な め 。 此 の 
最も 次 達せ る 面 の 中 の 一 を 選び 選 に 沿 へ る 薄 凡 を 製作 し て 検 す る に 直 酒 光 
を 示 LALO OFF USIEIS OCH MS ILO MC oe RIO. MUTT 
ILO SCS Ey Z (55 SEIT Oo COB OI OEM 
PUPPET ARCILOM a (100) な る ぁ る ぶ きこ と を 推定 せら る 。 光 に 測 角 に よ 
め 他 の よく 姜 達 せる 一 面 は i(102) に し て 小 な る 面 の 中 の 一 は o (103) な 


1) 基 の 他 の 中 の 地方 産 確 塊 に 就 て は 目下 研究 紳 行 中 な れ ば WA BR の 機 あ ちる 


~UVo 
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る も の ゝ 如 し 。 此 の 他 に (205) 附近 に 若干 の 不明 瞭 な る 小 面 ああ も の ・* 如 
し と 暴 も る 測 角 不 能 な りき 。 面 の 振動 は いづ れる も 柚 党 に 基 し 。 


WA OA RISRO MM Lo 
第 = R 


= 1) 
理 論 tif Be WH 


9 ; 10: Ar C100) 92° 42’ 91° 54 A 
i (102)A\ac100) 80° 46’ 81° 46’ 


rane FO TREA BARES WIL at Ue barn ed 7A 
> & OR Gritie MDBW & OY WO AVIRCANC WRIT HE fe BIE 
Bp = 1.705 + 0.002 

. LIED 

ME MRE UC WOM Fk SOS ROME ES © CELIA 
WEL HLA TCHO UMS BRIER LC ILO MRO Weal 72 Rad #2 0 o 
SWS HTD Ze H] CHIE O— 7% & SS OPER L CHIE 
DIED MO—-/-OBAS 0.0009 grr UTZ 2B SIE 白色 の 異 
物 の 混入 を 認め ず , & 6 AB BLY, KI BCBS MOH 
EO Ar, 更に 此 の 中 に Clerici 重 溢 を 加 へ て EEBNAREEIC KO 
CHR UBD DYKES A OME CURRY S SIL BSRRZET, 
EMO AE (BOE LILORO BRO IMA LICL OMMD ICH &32 
Do 測定 の 結果 は 常温 に 於 て 比重 3.96 0 o 

(ERA GIOIA DTT AIC 十分 な る 分 量 の 純 炊 の 試料 を 得る こ 
と は 極め て 困難 な る を 以 て 先 つ 長石 , 石英 を 陀 伴 せる まい 視 能 石 に 富める 
部 分 を 多 落 し と を 其 の 億 粉末 と し て 化 拐 分 析 に 供 せ り 。 化 算 分 析 に 供 せ る 


1) .a:be'c=21.557171.769 by BMH, 
2) 反射 に よら ず し て 測定 し た る に 79°26' を 得 た り 。 
3) E, Clerici; Rendus Accademia dei Lincei, 187, 1907. 
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Re es 交 PO TAT,” 


試料 は 約 18mg. 2 LCHLO WANE 2 SACS SABINA F BOM BOD 
結果 より 推定 せら る ヽ 如 く 供 か に 4mg 以下 の 程度 に 過ぎ ず 。 従 つて 分 析 
(LAPP OWE REN Ze IND KABL ms. SCALE 2 BREE 
WAIVE Oo FRE BS PRI Oe ESTA MELS UC Ze BBE 6 D 
あり の 。 

Je BUN 2 IRENNRIS CHR LABIA D 27 DE LU 長石 右 英 を SOD 
BEATE Lab, FERIA Lit: SRN L, IAES CRE, アル ミー ニッ 
ム , AIOE, 20% 


第 = 表 
ーー 一 ニー ニー pee oe Ss: Dyizsas =e i ( $ 
re 3.892 BP ARATE Oo Bele (Lk 
ead 0.0% | 酸化 + トリ ッ ウム の 稀 較 溶液 に 
FeO » 3.5% 
BlZCs 3.3% CHE LRA, BRE 留め て 
笑 主 十 ThO。 7.0% 
2 9.1% | 窟 蟹 石 の 分 解 に よめ て 生じ た 
BA, RARE RMD | 73.39% ") ae ip 
et skh Ate HSHEE LO, Wi 
e AP 100:0% 
as TEI KE O TUL OREM ERE 


Do 

BTR ARS FEO AN し 。 1H DBS HEE LCS RL BN OD ba Hl) 
4e ts LIBS 22 LA CHAR E UCTS も の Be UCHR UIE 0 6 
SUE SO URE OFT SBE SRA, 石英 の 量 と 合せ て ee 
9 の 差異 ど し て 求め た り 。 


Be nae ee IL OS ARB EO CHARI EES URE 
| CaO 14.27 | EPIC (SAMBO O BIA OFF MES U2 Hill 
| M0 0.0% 
FeO 13.3% る こと 。 今 試 料 不足 の た め 定 量 す る を 得 
fete Al, 12.4% 
笑 士 二 ThOg | 26.0% | SO Latta bRot UC LIBAMTO RS 
| SiO 34.1% mite é 
| - KR & 0 OWI OMA Ze RE tik) Z 
| 合 計 100.0% 


DFAS BO LISUMS PEN Lo 


Lt a Hi Be ty BE OK 


RIEL BED ep HORNS AEP D (LIKI OT, 他 は 概ね 共 の 含量 僅少 な 
SSL EeHES So STURN EEA ODA AB CPAFB AED 
SOE) kO-— DMA b Oo LYBOR BED 6 LAEKDAR 
を 求め た る に 

2.8305) % #1.77(7)% 
WERT O © KOC MOMMA OKO Ft & LTO Ahi AiO Hin 2 PR 
WY) CHO LHS AT OAR 2 USES AUS oF VU FED BN S fh 22 45 o 


F 第 0 寺 | き て 上 述 の 管 験 の 結果 に 
: es KO TIL OB DME © 
H20 4.61(2) 1.058) | em S ef. pe) — ey 
| CaO | 13.6 14.1 比重 大 に UO Chace le め 
| MnO 0.0 0.0 pee 
eo ee sean る 種類 に 選 す る こと 明か な 
Als203 18 12.2 0 
笑 土 十 ThO。 24.8 25.8 3 
2 a 38.8 中 RISER SC » CARBS 
ace as DY 0 UF 2 PME OEY & LOR 


eI RA I Re INA ALS ERT 6 
A RA aA Be AEG 6 tute ORES CG ECR RA ST OCH A EVA 
- 日 。 HO pe A BBL (Bey SE ILA) 


BREE FO ER IC EC (FRER) 
Ze+ oh & & R 
4 = 
PATRAS (SG INA 8 22 ED PPP AT NS db OCA BP BRIL OSE IL te % BA AE REIL AS 
属し , WIRE A SRB a BA O WAG HY 3,000 OR CIENT A S BAY > 4 (1053.5) O) fr 
腹 , 800 KO IPE HOC, DARE HFSW (AE < FE7E BARE SG 
に し て , PoE SPEER OSE PS MSE SRR CIS Gt RH 


wh. Fe ane & 169419) 


L, AMISH BEA OMENS RATE BML これ を 横 切 れ る 部 分 あ 
Do He LPARAM BS SS b OM GUD | 
BASAL & DCRR RUE &, & OPBR% ee SEGA Lk O te O, wes 
BACHE T (SP AED ROSA & REEL 22 FEO, BOW & LCE 3B, 
DREGE, EEIRELAES 22 BELES B 8 Dd OC, BeAr d HEMP % OTe Sp 
OM SUMS 6, C20 & PAWES SS RBC ATE BT SHES, BRICBEP 
(SC LAE ODE D5 WE 2 BMBIRIS BUY SB eHLBOAIC UT, BEG < HIKE 
形成 の 途中 , MSL KMAOD 局部 的 導入 あり し も の に 非 る か と の Bere Hy 
Lito 
SSAA DRA CBE LC 2 OMIT 2% も PLD Obie 
得 , 基 際 探 取 し た る WHAT RO 脈 石 に 就 て の 題 微 鏡 的 観 宗 に 従事 し つ ヽ ある 
も の に し て , これ に 基く CEOS BRIE LT PROM NDE LS 
る も の な り の 。 | 
ASWIE OME (Sha (= TEE, POS KES MARLO PAUP TEIS 1K & Ole 
し て , 殊 に 渡 遂 教授 の 御 指 導 を 被 れ 0, ITER A CBRE RT. 叉 
調査 の 際 種 々 の 便宜 を 上 興 へ られ た る SS Sa OAS, A BP 
山 三宅 依 七 氏 , BAACHR IL ep APES, 金 生 誤 太郎 氏 並 びに 磯山 職員 諸 賢 の 御 序 " 
IB LYRE OMe BT 
母 岩 の 性 # 
南谷 確 床 を 肥 脱 する 母 岩 は GALORE RO BEES UC, FEES DOR 
色 に し て 統 密 板 欺 の 構造 を 示 し , FBRORRIRI KOT MBG 4. ZH 
KBE PCBS tS BOS EAS RRP IC He <6 BET LU, BOHRA IE 
を 現 は す を 常 と す 。  BHOIN RAM, HIG ROD ROM 2B 
BEVIS & UCAD AEA OB REL K ORO, 動力 作用 の 結果 , AAS BAKIA 
Ie IS LU CHEAROUEARRRIK THE 42, これ が 更に 複雑 と な れ ば “MOA 


170¢ 20) 4 ok tn MR B 


英 粒 は その 境界 線 に 於 て BABE E 75 0 T HOI AURA L, TD» 6 HBL 1 
AUITDIENS 夫々 所 属 の 石英 粒 と 等 し くす る も の あり の , Mis L-DO Hi 
内 に 於 て 微細 な る 石英 粒 が 集合 し て BANC HENS BOM ED OT, CHU 
共に 床 力 の た め 基 境界 線 肢 は 割 目 に 溢 ひ て 和 粉 奉 せ られ た る も の が 再 結 曲 し 
て 生じ た る も の な る べし と 思 は る 。 更 に 或 る も の は 第 一 岡 に 示す が 如き 特 
丈 な る 一 像 Cgliding figure) を 現 は す も の あり て , HS < MHEA perthile 
e - § 2.2 De S RIP IAB IC 
WIL, FET SAP. Adams 
FED BWR (CHa 
SOIKIOLED ABH 
に ある 微細 な る 旬 裏 物 の 
ed BWvtty & RATA 
せる も の な れ ども , 余 の 
BOISE OD 
は 概ね 一 様 に 分 布 し , 
Adams の 言 へ る が 如き 


inclusion pattern 7 54% 


直行 == ル (x80) FROM こと を BS, BC BROT 
inclusion pattern と 思 は る 場合 に 於 て も , こ れ ら の IA, OCD 
の 方 向 に は 支配 きれ ず し て 反 つ て と 任意 に 相 交 り CHS BIL Bo 
これ ら の 像 は 線 て の 石英 粒 に 見 ら る ゝ も の に 非 ず し て , BED BO は や 
SER LICROARMBA I B&D O, MISAS ZRH EOKH OT, これ 
OM OB PUI ARIS HC BEAR OTATIS BAG Ze BBS ICIS TC O AMER 


1) S. F. Adams; Econ, Geol. Vol, 15, p. 647,1920. 
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! a 


BA BOMG So Judd KE ABICME MENT: BBEUEY 20 i 
ZPAT TS & HEH AK Min ve AES bas Us, L F. D, Adams. OWN ICIS Tle, A 
英 は 34,000 lb ODED) (HS CHE MBO ME AAT 7 ALOHA AS A 2b, 
そこ に は plastic deformation の 何等 の 着 跡 や も 留め ざり LEU, 上 oa 
AU BE 5~6 以下 の も の に 於 て plastic deformation を 生ずる も の な る ペ だ ; 
し と 云 へ る が な が, 此 場 合 に 於 て は 石英 中 の 多 敷 の 乏 像 は 線 て 正行 に 走れ る る も, 
eis ¢ DCS U < ith L, WE) BRE SBS I BYE  [alnEIS plastic 

deformation? 4 42A* LEAD EF 65 4ol ORO L CHEMIE 
2B & OD, 2 BL twin gliding に 局 す る も OP Wels translation gliding 

に 属す べき か に 就 て は 未だ 和 制 然 せ ざ れ ど も , BIC BI OK DIEROW ANZ 

AES SMW Shear plane に は 非 ず し て , 或 特殊 の 方 向 に の み 題 盾 な る も 
OtBr~ bh tr, RBI 2eRS TABI T, BIC RPM crushing の みな ら ず 


し て 同時 に plastic deformation ®& ws ULLAL LIS ELIOBHLOREY — 


BRB Le 

= Deke 2 HY SBP IS BHROINEZ & OBS MEELIS LTH 
I) AWOL 22 2 L, HCAS OB SOM SMI eb, 一 

WISER RS, PRICE UT BBMEZE 6, FF R= AIC CISL AK CB 

し 難く , 二 軸 性 に し て 屈折 卒 は acnay = 1.670, Prony = 1.679 720 o MMII B 
る もの な る か を 知る に 由 な きも , これ が 細 破 せら れ た る 間際 を 前 記 石 英 に よ 
) CHM G OSM O SLT, HEE O MIB 0 LARSHER LER G B02 
Obey rp (SEW OAS L ZILIE OC DHEA, HIB RO MRS 


1) J. W, Judd: Min. Mag, Vol 8, p. 1, 1888. 

2) F. D. Adams: Econ. Geol,, Vol, 18, p. 510, 1910. 
3) M, J. Buerger: Am, Min, Vol. 15, p. 45, 1980. 
4) RPKOW EA HABEL OMP RICK Bo 


172C22) a AR hh BR Se 


あり 0。 
WE EF {8 © 4s @ BAL 
J) ESHER OF FE ODER ISIE IT db SB OU BET OMB ZI E |B, こ 
406 DBA BE LT EP ARE t e204 BORLA, HEAL 前 記 の る 
D EME TABS LC, SATLIC IS T ISR OMMRE BZ 2% BH LTE O 
自 形 結晶 の 美羽 な る も の を 各部 に 見 られ , 更に 之 に 後 れ て 石英 WROKREA % 
見 , その 間隙 に WYO CRITE OVERS SPSL. 南谷 百 十 尺 塊 に 於 
ける も の を 見 る に 上 盤 を 形成 せる 填 岩 中 に 先 づ 多量 の TRIND EYL, 一 
部 は 石英 を 交代 し つ ヽ 主として その 間隙 に 沈 江 し 更に 後生 的 石英 有 版 に よめ 
* = CHIH 34. 

: PANES RE RASBEEC 
(SOFIE Oita BBE 
(> LC RABE IS TIS 
MOVED RORVERD 
Bre BA, 2 bts FEAT 
上 昇 熱 水 の 作用 に より て 
母 岩 を 交代 し て 生じ た る 
c EUS DN UT, HA 
LARCH TSG 
ORB O— EBD 
OSM, OLS, QF, OmegemK, 泥 石 に 移 化 せる を 認め ら 


れる 。 

WRIT TIC (2 EIS © SHRM 2 BV -c, PICA MISES BABE 示せ る も の 
も ゃ あり, 第 二 賠 に 示す る も の は と れ ら 針 鐵 列 の 間際 を 基 後 石英 が 充填 を る も の な り 。 
CABO’ OW ICC 赤褐色 乃 至 黄 終 色 に し て 多 色 性 著しく , 収 欲 光 線 に て ニ 
還 性 を 示す る も 正 商 は 決定 し 難く, 十字 = ュ ル に て 下行 診 光 を 示す と 典 も , 或 も の は 赤 


! wf 2 B® 17323) 


1) 
EV TERK IRIE SB OBIC LTHAKIAKY FS PEL VRC & SM LA 
むべ し 。 


以上 の 外 , BEACH WIT OUD & UCSB RU FIR Io UCR 
We (SAM RE A = TBE し , Pa (SSC Sis 7 Hi So 
か さく て 最後 に 石英 用 及び DAE MROREA HOC, ZAIEFT WY 22 KA GH 
せり のり 。 
RRSOBB OBB 

更に これ が 確率 を 形成 せる 部 分 に つき て 見 る に , MLE EEO (CO (he 
SAM Ze IETS O, APGEOIBS ¢ APRIL AZ ORV ANIC SO CAME 62a, 
— ARISEN BME S EOD OT, MACE 6 < RRR LO eal 


La SRKZEDESNSULEM 
on tins は る 。 HARM O AS SEAS 
coe | Vie] Ete CL ABU LIE 


(CIP RS S } OA 
Do PITAL REUCH TIS 
SRM A RO BELIR Ze 
包含 し, REPRMS 微細 な る 
BAM の 集合 より な め , そ 
の 高き 屈折 卒 と 特色 みる 復 
Borel k > CHS Go 
HVE THI A= (S AEE PS EAS 
HID & OU Sd MMs, 
4,8 FGI 22 AT L, PRICARIET OME 0 1 SERIE 3 O Wea ABIES SHAD 
AO HEDIS BOC, MOPAR lla T 2S = [AD 如く な 


1) E, Posnjak, H. E, Merwin, Am, J, Scie Vol, 47, p, 320, 1909. 
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CUBE SABI DEEN Lo 即ち CL) sR RRR, (2) Ree, (2) Hi 
HUE, (4) SEH ZOKU, (5) HRI BRIERE IS LC, LAS BIRR 
APRA S Be 見 る , 即ち MECHA LAA k OMS tric b Ew 
(SBS THRMRO KE 0 (CES RN, RETR OF HG, SBI, PRE 
BYE) WR IK L, SOR AWORSIER O FROME KO CASH 
られ , AEA ROVER 72 HE CIR SOTHO Lo 
RAORMAMER 
ME OATS B & OLE HMMEIL Os HERMES LC, sh Ht ORS JO: RIEL 
Bibi & HAW CHE O DNB SAME Oy SE O28 Bo WEAR (LABELS RICA & RES 
べき 程 の も の な さく , 唯 だ 借 か に 地表 近 き 部 分 の TEED RRS BO © 
第 四 男 DANS LC HOMEY 
otitis MET a eas ie 
| RRM Ze HRD aT B 
| GR 5 OD SET US HAR 
の 集合 よ 0 な る aurichal- 
cite (? JPA BSB G 
く WEATBAUAEIS HAG, 
MED FTIR OUM ts B~ 
us 
ZAP IE OE MEFEUS. 
once neo 大 路 三 期 に 万 別 する こと 
P. Seem FEN Lo 第 一 期 は 少な 
ヾ と も 母 岩 の 動力 作用 の 未だ 終局 せ ざ る 時 に し て , IPI Tit EL 
CUE OF SIR 2 母 岩 の 麻理 に 路 ば 下行 に 沈 潤し , 時 に は HOARE NS 
Elie 出す も の あり , 或 ひ は 叉 一 庄 よ り 他 誠に 移動 する も の あめ て Pra 


oe Fie Ty 
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IRIS 形成 し , 未だ ROSEN S 2 HN MEMO od (CHARON EHER St 
殆ど 完全 な る 結晶 形 や 現 は する の な く , 候 り に それ ら の 一 を と め て 酸性 過 
清 俺 酸 加 里 深 液 に て 腐 触 すれ ば 第 四 彫 に 示す が 如く 夫々 方 向 の 異な ZH 
OMAK GHEE RMS. KTH OMMO SD Sb OSD ER 
OAS LULES 1.1: SAURORWEBRRRS LODO. 
第 二 期 は 主 と LCR O RETR OME IZ に し て , WRG & UC SHAR 
i, IA» WREST BO ARIE E22 FRITS Or, BEG SIS 火成岩 の 局部 的 小 入 
A2BES LORS Lo WADESUEAR AIT BO CHR < FAUT B&O 
に 非 ず し て , BR PO ihar, BN (EAA ARGUS IS TSMR ERR E 
の 接する 所, 殊 に その 下 盤 に 近く 見 られ , Cte UCB (SS 
OE i Oe 


S て HGH, SR OF 
PRERRG Ze FR な ひ , こ 
ね れ 等 の 確 物 の 間隙 を 充 


ER 2 I= 
通し て EL, Kk 4 
WEAN dts 0 CEOR 
BES OTB Shri Ati 
Tint. 2) DEL D> HEY TR PE 

の bP etek HO LTE | 


: a め , か ゝ る 特殊 の IBM 
BRUISED LF 
NBA A yi oes 

AIS OTEETINC x 80) CN ae 
ML giana, Ch. esi, G. 5 ay CUE ERGAI Ze BID BR 


2 BS DME DS Lo On 7 ED BAe SL (=, RNR S. 黄 引 


17626) a a Bi tn Bi Pe bay) 
PROM 2 FL, RK Z% 交代 し , BIZ ABW FTSEOHOT, 明か に 
TORE & O GMA Tk BAMA RES L, 且つ 叉 黄銅 確 に FARR Fede せ 
BOBO ZKEO SPMD LORS B RMS 
RTS EL し て SERA OF BEG CHR AE SS CES, CRAIC 
PRN Ze EL, Lik BGT SEEDS ALLIES oS SUBEP ICHS CS Hear 
PEO SWANS HRY SEMIS ID 75 <TD & F OLED D SEBRBALO cp 
— ORS E&OE, FG ERATED EME UT aC (Sd SEER OO し BR (AD NE 
像 し 得 ら る ゝ も の あり , 又 明か に BATBIE L OS SBI O PA & — AME 
(<P ER OBA OPE 22 EL, FR SOMA OA DED RO IBZ AB し , 
Biss 6S UTS ROM IG HD S We BUS UT, HORRY Za 7s S 周 
Fal ORecrre LU tl U6 OS BOK HO, MOUSSE S 黄 鐵 確 竹中 
に , RTO & BEDE & D DO 3 は せる が 如き 部 分 の 存在 せる 事 
等 より 推 究 すれ は ば, FT Zapffe KOR S2°R <, KMAOREA (ok Oia 
こめ , BEITF ER TERROR IIIS US EORANSL 
tBG~bbo © OWR(SGEAIE & BRIN & MEDD Gtr} 所 に し て , 特 
に Allen, Crenshaw, Johnston, Merwin 四 氏 の 精細 な る BBR Kas, 黄 
BADR Ze 45 Lint {tb ake P tT 575C 以上 に 有 熟す れ ば 
FeS, <2 nFeS(S), ES 
7s © TERA SC Hei I BME SS Lo 1A LS OTE (STR IK BE TEBE O 
TERS SO THERE 5 Bs IT, HHI CREO TATEBOR IS BRS 
BRO ime (S$. Z%e MS Co LHL To 
SWOsE & UC SWRA: 2 5 TERAE B LSI OZEACEM 


1) C. Zapffe: Econ, Geol. vol. 7, p. 165, 1912. 
2) E, T, Allen, J, L. Crenshaw, T. Johnston, E. S, Merwio, Am, Journ, 
Sc?, Vol. 38, p. 168, 1912, 
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RB SANSDGEF o BHVIEOKBS & PEO Plas HERO Ay SI &» Wk 
Ht UCISRWEA, RICE, 方 解 石 , SERIE OR RAED 此 の 期 に 成 生 せ 
る も の に し て 母 岩 は 著しく HUME Str, 黄銅 砂 は 基 中 に 微量 の 際 亜 鈴 確 用 
OT SEO thir RAE LD, これ ら 5 の 確 物 は 共に 殆 と 成 生 時 期 や 等 し く 
し , FEED, RAR OES BBS Ck TRB! も 交代 又は 貫通 し て , Bh 
RIO OB BMAD LOK YO. © OBS HE OMIA CAS 
Bb, WMAP RIS SLL, BIC SAMMEA OA EOC SMD 
Vee 5 DELS SFR MU So LAIST o 

YWEOU < AKAD RAY SWIC HNO LES, 各 期 の WR OF IK 
DP 62 WMA OD 順序 を 異 に し , SEEDER(S BAIR EO (SK 明か に 後期 成 生 な 
る も, Weak & (S—AMNSSG & 同時 に 上 散 出 せ し と 思 は る ゝ も の あり て 比較 
— BIS 7 SER CFE Me BGM LT CEOS Beare の も の せ 廊 


54. Gp) 


北海 道 大 沼 附 近 諸 温泉 の ラ ヂ ウ ム 
ILVt+FALBZAR 
ame PTAC ARB 
JERSE 7 FROMEKBMSLORRODF ULES TFA UR AAA 
BARKS 4D LBMRUTAKOT Live BW UT Ko KES ORE AS 


し て 置く 。 (第 一 表 ) 
LON, BOBOME OBR aR AVRO Kin — Bie BE 


178C28) a a ie 


LIED, その うぅ BHOROMBO 4 Old, 大 沼 迄 運ん で 測 つ た も の で ある か 
6, AERIS ER OREO, ICR LE UTR TAU ISHLROM 6 CT 
あ Do : 


第 - 表 
BO | ik 泉 |leen|e @| theese 
Na 2 | 
KAS | | 大 岩下 の 冷泉 10.15 マ ッ へ / な | 23.0°C 11930 年 9 月 9 日 | 
Ho 澤 | 劉 の  # |0.62 | 44.0 » 9 10 
ce ee be ee 0.74 36.5 » 9 10 
a | Cito n) H | 0.73 48.0 » 9 10 
} =n 2 x ” 1 
me Gero) © /o® PS (i 
= | fia} ay i) 2 ” 
fal | eHoieon [643 49.8 911 
| | の ” 
a Bue Emoopegye’ | 0% 88.0 9 11 


S—-PBLOBOU A HRSA OA ARORD 6M UTR SEO 
C, BEAN OI LUTAS LDCHAB, 6.4 マッ へ / 立 LWAKS 
な 放射 能 を 有 し て ゐる 。 これが 直ちに 室内 に 流下 させ て ある か ら , エマ ナ 


第 = 表 
場 所 | MOR | am | ee 
留 の 品 | 屋 の # 0.22~ ッ へ / 立 | 1930 年 9 月 12 日 
fi Ce a ser EW 
同 i eS hh res 7, ee RTS 


F 3 ン の 大 部 分 は 室内 に 放出 され 利用 され て ゐる の で ある 。 

BRO} 6C, これ よめ 大 き な ェ マナ チオ ォ オン の 含有 量 を 有する の は 第 三 
表 中 の 諸 温 泉 だ け で ある 。 

第 三 表 中 湯 の 川 の ェ ャ ナチ ォ ン 含有 量 は 最大 イリ ッ ト ル に 就き 18.21 マ 
ッ へ て あつ て , BR BON EO 間 の 海岸 の 諸 湯 中 に は 外 に る 所 調 ラ デ ウ 


( 評 論 ae 179C29) 


ム 温 泉 な る も の を 避 見 する 可能 株 が 多分 に お る 。 こ の 階 近 の も の は その 3 


第 = 表 
| . ェ エ ァ デデデ オン - ke See? 
OK it R| RASA R ae im «= | HK A EB 
pyege ssh CxS) ASCs | OEE RCs AT) 
B RS B 142.14 北海 道 湯 川 13.21 
cei i ee 65.26 山 ola BM 11.88 
( BIliN 杉 47.98 | HF Rl A ie 10.28 
ke 8\|#A hot 37.95 LS | Bt AOE 10.20 
ee) Bg) Bo eS 30.12, |B WK) me Fh 8.57 
ww) we 遍 ス 25.86 KR jk | Ro 8.41 
Ss 城 iB xi 田 14.58 Fa IN ae 6.93 


bHOE LUCHA CHAZ. 

な は ほ は 今回 の 測定 に よ つ て , 1926 4 OFS = [nl YL AZAR EE SB Ry ey GC HE LC 
BWwk AAD ラマ チッ LIBRA AD < OMI, 訂正 を 必要 と する も の で 
は nS 


aE ie ME OR 


SAE OS ARBRE ELT _ 
Ma: Ue AK BB 
1899 年 , Lindgren 兵 は Idaho }}| De Lamar 地方 の 人 金銀 脈 中 よめ 種々 の 
方 向 に 交錯 する 葉 片 区 石 英 を 記載 し , 
“The thin plates of quartz may originally have been deposited between 
the calcite grains. When the latter were dissolved the quartz remained, 


and the cells were filled or coated with secondary quartz” £24, 2% 


1) W. Lindgren, 20th, Ann, Rept. U. S. Geol. Surv, pt. 3, P. 170, 1899. 
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一 種 の “pseudomorphous quartz” と 認め た の 028 

Fa > Morgan 氏 に 擦れ ば 。 New Zealand に 於 て は 既に 1866 年 Julius von 
Haast 氏 に よ ょ つて 方 解 石 後 の 候 像 と 認 む べき 石英 を 見 出さ れ , 1883 年 Cox 
氏 は 有名 な る Waihi 左 山 の 主 脈 Martha lode に 於 て 石英 の “curious ” 
type i “some other mineral” の 候 像 を な すこ と を 記載 せり 。 

然 れ ども この PURE SFC KOT RSS Ss AAP > 不明 に し て , 
Lindgren 氏 の 前 <4 k= PH “deposited between the calcite grains” (SH. 
UC RMA な る 意味 な る ぁ る や 明か な ら iN , そ の 後 同 氏 は New Zealand の Hauraki 
Wr, Utah 州 の Annie Lauric Mine “ate < OREO Ae are も この 
MED AEWIFEDP TE  F°, 1913 年 出版 の “Mineral Deposits” 第 一 版 に 於 て は 
更に 恐らく De Lamar ORO PR t LT, 

“the vein was completely filled by calcite, each grain separated 
by a slender partition of quartz, ----this calcite was dissolved, 
leaving a skeleton of thin silica wall+-.-” 

EMS, COALAD WORM OR OTHYO LFEGKO 4, RICA 
A Ope aA US O LAE LS DANS sae BDO. 果して 然 ら 5 
ば 石英 その も の を AR CBU SILIES UT, その 間 に 生 ぜ る ABR TAA 
OVERS KO MER pees pseudomorph と 認 む る の 意 な らむ か 。 こ の 
7 (&— fet YF AS Emmons RIC SOCTHRE Gh, RIHEATIREDE 
IKE ROR A OW NI GET Bk, WO BSBA CRY 5 -C BRAY A Ae 


; 
1) P. G. Morgan, Econ Geol. Vol, 20, p. 203, 1925. 

2) W. Lindgren, Env, Min, Journ, Vol, 79, pp. 218~221, 1905. 

3) W. Lindgren, U. S. Geol. Surv. Bull, 285, pp. 57~90, 1905. 

4) W. Lindgren, Min, Deposits. p. 438, 1913. 

5) W. H. Emmons, Principles of Economia Geology, New York, 1918, p. 72. 
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\ 


9 り と 論 ぜ 0 の 。 


然 れ ども また 一 方 に 於 て は , Lindgren 氏 自 ら Washington 州 Republic 
Pe Oecd Hs CT 
Here quartz with some adularia replaces a slender acicular cr 
thin tabular mineral, probably calcite, developed parallel to < 
and: 7+ + - 

と 記し , MAK ROARS 4 SALT Db Old WHR OSTA Bel S MABE MR 
に 非 ず し て 方 解 石 そ の も の ゝ 原形 に し て , 石英 は FOUR LE UT 原形 を 保 
つっ 場合 あ る べき を 指摘 せり 。 こ の 参 は その 後 Montana pi] Belmont PR ie 
開 す る Knopf TORRE, Arizona 州 | Tom Reed §ili\< BS 4 Ransome 氏 
Oat, Nevada ph] Jarbridge Heli AS Schrader 氏 の 記事 等 CeCe 
明か に せら れ ね れ , Wid — F PT OWHRO PANS Cts, WETS EAT ZS SEARO 
方 解 石 は , 2% 
由記" と で ぞ で の 
間隙 を 大 た せる 
HBR OME 
OEE Hed Ie fr 
UL, € avd} Hls 
KM に, BH 


EE OS ok VEE LL PE, BEM AR MEAT OD AVE ARE t= 
BILL GD » HKRB HD ILS 


Adams *C 8 ま た C alifornia }) NB Bodie ff, Arizona 州 | Gold Road (= fA 


1) A. Kn ae U. en Surv., Bull. 527, 1913. 

Pn te Seren U. S. Geol, Surv. 743, Figs. 8~4, 1923. 

3) F. C. Schrader, U. S. Geol. Surv. 741, 1928. 

4) S. F. Adams, Econ, Geol, Vol. 15, pp. 644--646, Pl. 25, Figs. E~F, 1920. 


} 
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て , HRI P49 7s 6 BEA O Belkin it, A. DH ko OREO) TT REA O 
JERTNS EFF 7 DATE Cparting) (YO TZ % PFT BAK に 交代 す EON 
稀 に は 芝 と 直角 な る 方 向 へ の 交代 も 加 は る こと あれ ども , BOVE HST 

BRO SVE IS L kin C, Bits Emmons FeO ge GA Oo PRISE 
ここ の BORD HED 22 BYES USER RKE ORGY TRG S ESE 
€ OBZ HK OK CES St illiS 72 O © 

FRYE TC 8, et FR RRR LIAENS BSC (STEAK A BEA 22 HEM AEH SL 
HO, 沖 一 賠 は その 例 に し て , 若 し こ の 方 解 石 を ABT 交代 すれ ば は , 標 
AMOS RG HE S Lo ESSERE URIICIS T% kT WE Se TE 
し , Ze TF AWAD ST AULD OWEME Ze Hd LE UT, SOM RR S 

右 英 の 微粒 より 成り , WHEE O 4 OSB KO CAM LO. CBX 
彫 ) これ また 或 は 方 解 石 の 潤 葉 な OLEE を 想像 する を 得 べ けれ と ど , AE 


Hs 5 SOR tes eG LY BE PT PB RL aE 
TH, CHR, Adak A, cav eR 


DED. Lo 
を 交代 し , fe LTBROUI Ih, a に 
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ER466O PBI <¢, CeO HE 3 TAY O Lise es. 4 
REE ts Lc ] 

に 注目 に 値する は , BORIC S SS ROERRIL EMRE ASC, HS 
HAN ALO ARS, HES ERECCOS KO CMBY 6 tr, その 間隙 を 更に 氷 長 
BAD eU THE S BS b, HAA RO pHpy & 7 O LILWORMU HS 跡 は 
(SPACES BD LICUT, こ は そ れ ら の 水 長石 成 生 の 営 叶 な ほそ の 
MADRS SO し こと を 示 ず も の と 認 せ むべ し 。 な ほこ の 構造 に 開 池 し ・ 
て , Lindgren 氏 は 初期 即ち 方 解 石 成 生 の 時 期 と , 後期 取 も 石英 沈 減 の 時 期 
と を 明 に 悦 別 し , 其 間 に 於 て 金属 含有 の 欺 態 また 異な る べし と 論じ , Morgan 
(SIC ETL, RRR b ZIP SAE EBS 同期 の 成 生物 に し 
T, 96 % Pegmatite 中 に 於 ける 石英 と 長石 と の 共生 に も 比 す べき も の と な 
し , 十 者 の 成 生 に 何等 溶液 の 成分 に 負 化 を 要 せ す と 主張 せり Bane ae 
WARE OBCE NS, 少な く と も その 次 達 が 石英 に よ つ て 妨げ られ ざる を 
要する を 以 て , RPE に せよ , A OVC BIO fa He すべ 
¢ FES APB OLN SBS US TER WEIS EOE S (IRAE L, 石英 に よ 
DC BEERS 交代 せら れず に 残存 する を 以 て , HRT AEE OMEN SAID 
PELL Baris, それ より 先 に 行 な は る ゝ 場合 を も 認め ざる べから ず 。 この 
確 脈 が 銅 を 主 と UTERUS LSS, MISCO 石英 沈 油 期 を 鉄 く が た め な 
らむ か 。 

HERB CHD & OMAK CHAR Oe OL MSC LS, 
一 見 可能 な る が 如き も , 27 BAM PCA ST 2s, RUT 7s SARIS 
JES UT, 常に 微粒 の 石英 の 集合 な れ ば , D § OM SIE DRO BAR Hi 
成す る に は , CELLO IRAE IS 支配 せら れ た り と 信ずる 方 疾 か に 安 秒 な る 
“Lo 


D P. G. OS Op, cit. 


\ 
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FINE KREONAY -RICRT (2) 
at Th 橋 A 


HICSS BA TK ot) ROEM RRETS SBOAW CH So 如何 
な る 場合 に それ が 分解 し , MISES Do TOR 6 MIC BS OBS 
例 へ ば HegAlSipOs ARAL € OWRD LG (SEAR It FO SMES BR 5 © 
も の で ある 

此 反 應 は 高温 で 行 は れ , カタ オリ ン の 場合 に は 1000°C 前 後 て ある (ルル シャ 
テリ エー が ハロ イオ シット 及び カオ リン > ン 灯 土 が 此 温 度 で 放熱 する 現象 を 認め 
CUA, 爾 後 行 は れ た 定 験 も 之 と 大 差 を 示さ な い 。 こ の 放熱 は 4 Bor 等 に 
よれ は ば 850°C Bie CHARMS B SVERBEL OTPTE BPE 22D) oREG $ HOKD 
カオ リン は CAleSi2O7)n KS aH % IC R(LSS AM SCHOT, 
WEY VARS HET OS SB SEBUG TIES HM DYE 6 tS. SOARS 
pAl2O3 + SiO。 (29) な る 式 で 表 は され , MROMBB ZS EOC 
ある 。 

KANE CSO Pls et HAS Aly SiOs 76 6168 ICH 
7S SARA, MHA EE ESS CZE AlLSi,07 と の 間 に は CAL B)s 
SisOjs Dumostierite 及び Al,Sizg OwXenolite な る 中 間 確 物 が あり , APE 
に 人 工 的 に 合成 され た )。 陶 癌 の 場合 に も EERE O Ate Hes SAC OS ALE 
iy ディ ステ ー ARRAS SMHS A AD, ZEPI BAY CHES A Bit 
困難 で ある 。 FERRE OEMS AS IS RE CASI Sc 

- Weyberg OPBPRIS UCM & SER 6 AA IR OMIRIS kS EEL 
Din GAS B CHET ERB T vy) (LT Y VBA, K2Al.,Si。 


高 
Os の 代り に KsAl2SiO。 を 生じ , 温度 の 低下 する に 及 ん で ヵ ォ リン 核 の 比 
i NY 


< 


ae 論 . 及 雑 鉄 1850355 


PERRIN Zeb Uico 然し CaAl。 Siz0。 は ; 1,550°C で 分 解せ ず に Re 
ぷる 

この 他 の ヵ ゃ オォ リン 型 氏 斑 填 酸 忠 は 一 居 高 温 に 於 て る 安定 で ある 。 最も 容 
WETS & OISARBA CK 2A1,Si,Ow) で , 1755°C Cp BZ K2Al。SigOs は 
L2CC Win BRO, WBA, THE EO 0 1) > BASE OTe 
ら な い < 

BAY PRD MKS OPEN COED SBS, BI その 酸 の 種類 に よ 
ゃ の みろ に 非 ず し て , 2M Litt 6 EME O RAK LOT, FORE KH 
に する 事 が 明か て ある 。 然し と 等 の 開 係 に 競 て は 研究 の 不 充 分 な 昧 が 多く 
@ KROB TERT ORD SEL. 極め て 重石 な る 問題 て で は ある が ;, ee 

之 を 論 究 する 事 を 保留 する 。 

AK a EA OU IE, 例 へ ば 1.600~1.700°C を 超 み ざる 場合 に は , RE 
75 BET EERE DELLE S So 然し 無水 の ヵ オ リン 核 Aly Si。 O7 (KBEIC 
300~1000°C で 分 解 を 起 し , 上記 の 如き 高温 で は 存在 を 許さ れ な い CW. 
Vernadsky, C. R. Acad. Sc. Russ 1923 P. 27. Mellor (£4 4 9 » ds 450~— 
550°C CEEMB IL FET AC IMHES O & FH L THK 4 2, P. Zemjatchenky 0) ARR 
bi PRIS. Zt RBC AH D)ofh UA BEBAe At S SHRRA OMS HHO 
無水 物 は © OREO CIS WE FY > ン 核 の 存在 の 限界 は , — BU 
に 通ずる も の と 参 へ る 事 が 出来 る 。 

DAY VIII HS SHEL & EEPROBMAL, 強酸 の 存在 に 於 て は 極め 
て 低温 で も 破 ら れる 。 APOE 地 帝 に 於 て , 硫酸 双 は 無水 硫 質 物 等 は 時 
に ヵ ゃ オォ リン 叉 は 長石 等 を 分 解 し て 著 し き 作用 を 和光 む 事 が ある 。 火山 地方 , 
例 へ ば 伊太 利 ト ルッ ファ 等 に 於 ける が 如く , alunite 等 を 生ずる が 如き は その 
—PITH So 

FABRA HEHE 100°C 以下 の 低温 て も 行 は れる 事 は 既に 知ら れ て 居る 。 然 


186056) a i wR Hy Th We 


し 拍 様 な 低温 分 解 の 際 に は , 生物 の 堆積 及び その 分 解 に 基づく eER DS — Jt 
重要 な も の で あら う 。 PHT ANY eV OED DWT 
央 の 生成 に 開 係 ある も の と 褒 か れ て 居る 。 そ の 化 則 作 用 は 明か で は な い が 
BS All wa Y She, PAG, 有機物 及 酸 素 が その 生成 に よる 事 は 明か で あみ あ 
Do SARIS 2 4) HUE EEN, 生物 の 直接 間接 の 影響 で 破壊 る され る 
この 種 の 現象 の 研究 に 入る に 先 ち , BUY て 火成岩) MG LS PE Ay Coe 
禁 土 理 酸 物 の 生物 彫 に 於 け る 次 定 度 に 就 て , その 一 般 的 條 件 を 決定 する 事 
5 必要 で ある 。 前 逃 の 如く , ZAEOMHAISILIECISILT BEC, F ORME 
は 編 え ず 行 は れ て 居る が 極め て 綴 除 に 進行 する 。 一 般 的 に は この 間 に 二 つ 
OBEY 22 [ik WS DAD HARP 5 。 
[その 第 一 階 に 於 て は 先 づ ヵ オ リン 粘土 が 生成 され , SOBEL L EMBO BA 
係 に は 未だ 細 化 が 起 ら な い 。 然し IIL B wt) HAS, SOE 
素 並び に , 了 アル ミニ = ウム に 話し て te b KET DS 分 子 基 態 を 成す も の で は な 
Wo COREROR 6 LE TIBISEEB (SI02) 及び その ゲ ダル で て で あり, アル ミー ニ 
ゥ ウム の それ は 伏 土 水 化物 (Al COW)s-hydrarqillite? ) CH 0, AOE HE 
(BET SEEM EOS ELEM TC A Bo , 
VERO ツェ ルナ ドス キー の ヵ オ リン 核 訟 に は , 改 訂 叉 は 保留 を 
BPW SRILA SOI E }, 概念 的 に は , MUCHA (BE eM AR LN 
る も の と 云 ふ こと を ESBS RRROAB CIES FEDER, 7 ov DKK 
Ah, 或 は 酸性 白土 , 特殊 成分 の 泥岩 等 の 研究 上 , 特に 注意 す 可 きも の で あら 
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鉄 187C37) 


wb BR 
iS Ritiaa 


1096, 水晶 の ピ ビ | ゾ エ レ キモ Perrier, A. 

KOC 1 ゾ ェ レキ 性 に 及 だ ぼ だ す 温 度 の 
影響 に っ き て 論議 し , HO tO RERAN 
EL OBMRE EY, HOMO 
CL SK, Bequartz は ピ T ど ェ エレ キ を 示 
し 得 ざ る と と を 推察 せ しむ 。(Z. Physik. 
58, 805~810. 1929) 【〔 渡 穫 新 〕 

1097, Melilite M{EBx Machatsch- 
ki. F. 

INFEICPAW S Melilite の 成分 は Xo 
YZ2 (O, OW), な る 一 般 式 を 以 て 奏 は 
ZSo CHECK BRED NKSKR 
Melilite に て は , X=Ca 及び Na ; Y=Mg, 
Fe, Fl Ru Al; Z=Si 及 Alte Vo 時 に 
COMPA LDL ( HRSS LOAF 
る は , 分 析 の RAIL AE OF ALI d IC K 
る も の に 非 ざ れ ば , 結 唱 構造 の 不 完全 な 
る に よる 。(Centlb, f. Min, etc, A, 278~ 
284. 1930) (yer) 

1098, Vesuvianite DIEBKEEtO 
Garnet [c4t¢ SEA 9 Machatschki. F. 

Vesuvianite CAH Z—#¥sK LE LT Xi9 
YsSissCO, OH, Fjig= 6 Garnet-4+CaMg 
COU), EK SHY XE LT Cay 
他 NaK に し て 時 た に Mn な り 。Y は 主 と し 
て Al に し て 其他 FEF&,Mg, Mn 及び Ti 
な り 。Vesuvianite の Elementarzell は と の 
式 に 相 営 する も の 二 個 を 有 す 。 Garnet 及 


び Vesuvianite の Elemetarzelle 相似 た 
る 事 及 び 物 理性 及び 化 移 成分 の 大 い に 似 
た る 事 は この 二 硫 物 の 原子 配列 の 近似 抱 
な る と と を 許容 す 。 (Centlb, f. Min, etc. 
A. 284~293. 1930) 【〔 渡 由 新 ) 
1099, HAREOKDES=EOKB HW 
中 芳雄 , PAE 

RA th A HE © MEIC MR AK Ltr B 
時 は , DUT Lit ASAE MES SPAS Vo 
4D ARIK IC HL HB SY Lax S 
AS SE 28 ATES WE BIG IC, & EA te 
ELK PE ES CRE B HUA MLAS L 
て , タ ンマ ン REIAF ARBRE O 結果 
BEY 。 維 方 沸 石 自身 は 用 水温 度 の 
如何 に 拘ら ちず 浴 液 中 ょ り 色 素 を 吸 著 する 
性 質 な けれ ども, とれ を 一 定 温 度 以上 に 
て 載 酸 溶液 を 以 て 庶 理 する 時 は 脆 色 能 を 
WSK BV, 521i 10N oC 
50°C 附近 に 30 分 間 庶 理 せ る ゃ の は 最高 
を 示せ り 。 RRS IC FERRERS HP BF IC 
CLT SO AVA IA MARE & he 
Fo MRSA の WRIT. VERA HE IK 
WS 3 (FAS eA DQ CAM, 33, 796 
~802, HRS) GHA) 
1100, RBRORR Kunz, G. F. 

PRIOR RICK UR 4y ey PT 
場 は 安定 を 維持 し , 1928 4A EB It Na- 
maqualand 906.493 カラ ッ ト を 加 へ 綿 
Bi 4.372.857 n7Y b & Ht VY, Nama- 
qualand PRK Orange 河 を 超え て 西南 
fa] C$ L, % Gold Coast, Tanganyika に 
WSC a FEAR & HHL, 英 領 Guinea に も 新 産 
WSL BH Vo Transvaal に て 稼業 
pie Ss ATRH P 2DKOAIC, Nama- 
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qualand を 加 へ , 共に 深き LIKI RAKE 
きつ ょ ヽ あ る も. 未だ Colombia 及 Ural の 
それ に 及ぼ ず 。 ェ エス メラ ルド 中 に は ベリ ル 
の 小結 品 を 産 し 鐵 に て 着色 を さる も ゃ の は 最 
wall FAP IC BLS., Albany fifi it 
fa 2 14K, E 14 OX Y UHH OTR 
BR bh, CK 知ら れ た る 最大 の も ゃ の 
な る べし 。1929 年 中 Burma FF Gq fe Sh E 
り は 約 1.000 カラ ッ ト の 結晶 サフ アイ ヤ 
1,9637Y~PORrREW RUS カラ マッ 

POAC KANE PEM? Yo tale MAK it 
WOE RA, UGE & 産 し つ ヽ あり 。 
(Mining Metall., 11, 40~41. 1930) 
CAD 
1101, 世界 雲母 の 産地 と 産 額 Spencer, 
H, S. 

本 報告 は 世界 30 AIK bk SZ 雲母 の 
産出 状態 , 用 途 , 製品 並び に 供給 に 就き 記 
MA Bat EAD CHT Hite lo Rear 
B BEM OMe EU EMR IC & FF te Vg 
JES FEAI © FE REIT EN REC Uc dbK chic 
RE, DIK 並 に マダ ガス ヵ カル は 共に 第 
SSLKSV, HFK AEE UCHLEEH 
(phlogopite) & jE L,~ FR Az Dr (HAS 
母 と 白雲 母 相 生 す る る , 他 の 諸 國 は 概ね 
白雲 母 を 産 す 。 本 報告 陰 鉄 た に は 雲母 た 開 
する 主要 特許 を 収 鉄 せり (Canada Dept. 
Mines, Rept., 701, 142 pp.1930) (吉木 〕 
1102, JEDI IFANVAP OS HAST 
石 及 石 衛 Anderson, C, A, 

REO * HH] 170 RIK HES, SILA 
UR VIK ait £0 KS Inskip Hill pRyt 
HED Abie —Z ih) あり て , RAB AGA 
Akt. LEONKAHAGILAOW 


$k 


を 有する る も ゃ あり リ , 基 比重 は 細 片 を ジョ リ 
LIER 1.75~1.85, 細 粉 を ピク フ ノ 
AVRIICC188 HK Y MR PAA HK 
APE LS & &O 1.4084-0,003, 堅 級 な 

る も の 1.435 に し て , MIA se KD 
逐 し く , 水 分 を 失 ふ BIC LY — RO 
HLS o MKB 10.82%, 

YAS PEPE ic PR © GFL a ks Ze I 1c 
JEx Wo krnsk, £AAALA ab 
LA hic SHC LT, 2a MAI BASS 
FLFR th rik GaN © MATE IC k S 
MHC KE Sk Vi, HOT BMC LY 
て 外部 (温泉 等 の 存在 を 想像 せ そし むう ょ り 
運ば れ た る 者 な る が 如く, 此 の FRA 
ai AICHE AB L. EMRE PW UC HB 
FLA RAR & KRY 5 

EEPR'E (CK OS & Blt HPRAK OW 
BAEC RUEK RP b YY し を 示す 
者 な る 可 く , 叉 燈 岩 核心 中 の TDR HR 
SA ML, EO BARRY eS 形跡 な 
Lo CAm. J. Sci. 20, 22~26. 1930) 
CER) 

1103. ~ERD LAT SRA EMO 
BBwliroeT Thiessen, P. A., Koer- 
neni 

Hc HH ik Orthokieselsiiuresthylester 
を 徐々 に 加水 分 解 し て 水 酸 化 物 を 得 た 
り , 該 物質 は Orthokieselsiiure SiO 。,2H 0 
と し て 示さ れ , SARK & を な せ ば Pyro- 
kieselsiiure 2Si09,3H2O &#8-c, Meta- 
kieselsiiure SiO2, H20 と な る 。 Ortho- 
kieselsiiureithylester の 甚だ 稀 蘭 な る 深 液 
を 加水 分 解す れ ば 更に 粗 粒 の 資料 を 得る 
と の 分 解 は < ABP IC 高級 水 化物 


抄 
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2S.02,5H20 の 存在 を 示せ り , と の 分 解 
は 更に Metakieselsiiure を 超え て 高温 を 
CRE LT, 2S102-H20 の 存在 する を 
知れ り 。 こ とれ 以 上 の 高級 圭 酸 の 存在 は 確 

OTE VY x, CZ, anorg, u. alle, Chem, 
189, 168~173. 1930) (RE) 
1104, -2KXD 2S SRBMBICOZT 
Thiessen, P, A., Koerner, O, 

精 組 に 分 た ば , 水 化物 の BREIL その 
成分 に た も, その 粒 の 大 さ に ゃ 閲 係 し , 粒 の 
或 大 さ 以 上 た に て は COBMR a Rie +, 
著者 が 色々 の 方 法 に て 作れ る 等 成分 の 水 
化物 は 等温 に て は 等 謙 を 示せ り 。 之 等 次 
MOTB AA LETV LY, TOR 
SRLS CAME OF MERE LEY 6 
SAULT ORLOK F (d_L SEB © SL 
の も の な り し な り 。 
SERIE (2 —@ 安定 体 に て , DY BEV LIC 
TILER X KART, Bb SiO2.2H 20 50°, 
2Si0 9: 381120 約 53°, SiI0g-H2O 458°, 
SiOz. H20 70°, と を IR MIBIC HC 
TSP - « SAG TBC YS THAD bivke BL fi 
CARROT ScCLEMtVS 即ち 
25102: 5H20, SiO: 2H20, 2S.09.3Hy 
O, SiO2・ H2O & 2Si0g: H20 な り と 。 
CZ, anorg. allg. Chem, 189, 174~182. 
1930) 〔 高 根 ) 
1105, Y-Als Os ミ 失 上 晶 石 に つき て 
Biltz, W., Lemke, A,. Meisel, K. 

BEL ICD TRO 4 Mas ZB, BY 


we 2h wee Be as 
G-Al,0g 3.96 °25,7 Bint 1 968 0.7 10,5 
B-AlyOg 8.42 29.8 AGP 1.696 11.3 +++ 
T-AlyOg 3.31 30.8 2A 1,68 11,6 11,4 
6-Al, 04 2,89 42,6 AMA +s +ee 


Wands, y-AlgOs it Aly Os・ 
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a-AloOg は 天然 に 産 し , 高温 に て は 不 
Rie Ie b y-, 8- 及 び B-AlgOg othe L 
も ゃ の に し て , BALLOZ ZORRO MME 
存在 に 於 て 燈 融 Al2O3 を 徐々 に 冷 元 す 
る 時 生 ず 。8-Al20s は 結晶 Alminium 
chlorid hydrat を 180 C に て BK AP $F 
し て 生ずる も の に し て , また WR S 
Korund と 考 へ 得 さ し され ば 加熱 する 時 
直ちに oA CRMELT ZOD 型 は 見 
31120 
kV AlgO3:2H20 L% YU TRI y-Alg 
Os を 生ずる も の に し て 1230° 以下 た に て 
FY e=% WES MeL Lt AlCls ょ り 
落し た る 水 化 物 を 110° に 乾燥 し た る る も 
の を 900 一 950? に 加熱 し て 得 ち ら る る も の 
な り 。 著者 の 研究 に よれ ば 三 臣 域 に 分 た 
る 。 即ち 


tea 
Korund = tif 1000° Wk 3.965 
y-AloOxg tk 750° 3.42 


750° 以下 
750-~1000° fire -C y-HY a FIC BL 
て monotrop IC LC, HAM tr S BARE BS & 
有 を ず 。 yAlgOg の 空間 占有 量 は 8- 型 
OAK he (ML Korund の それ ょ より 
可 な り 大 な り 。 7Y- 型 は 102 以上 の HH20 
を 含有 す , ZE 1000° GNF ses a 
ば <&- 型 と な る 。Kaoline の 分 解 に 営 り て 
QEOKARE HDT BRE NOMS 
る TY- 型 と な る と 考 へ ちる 。 こ と の 空間 占有 
CVI BRICKHNERAAK HC Al 及 
O OF A GA OYRREI& MgO- AloOsic ct 
は y-Alz Os OX HEBKADAKV, 
NiO, CoO, FeO, MnO 4 mNaCl spk F 
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LAT SRMA'PO AloOs ORME 
均 す れ ば MgO- 拓 品 石 の 場合 の それ に 等 
Lt 28.4%0, CO 及び CO RRA, 
nGRF, BREE IC CO, a HOR 
y-AlgO3 の 存在 する を 知る 。 即 ち 或 成 
分 の 一 型 敦 の 空間 占有 量 が その 化合 物 中 
に 於 て 保存 さる る RHORe Wine 
yo CZ. anorg, u, allg. Caem, 186, 373 ~ 
386, 1930) CHE) 
1106, Duluth gabbro ORR O 
RES EF Se VSR E DEALER Schwartz, 
G. M. 

著者 は Duluth gabbro OAR KIC RT 磁 
mee ay MMe LAT SK VY, 
BE FR VY GUILE S HK tert S 
EM YO MHPRIC CHAR SHRI F 
タン BBEO NLT O 線 を 示し , ZEA 
FED (IK CULL Gy Rt 
DES, LRM KF Fy MTOM 
は 最も 興味 ある 開 係 に し て ,95 種 中 56 は 
WH OSA Ee ZIT oo TOMS 4 OAM 
FRIED (CF Ry SOMA AM き 或 は Hite S 
dash type O3BG eM L MIL WETK © 
WIC YEO BEEK 集合 せる チタ ン BIS 
0, it RTE KF 2 vy OKO EL 
な る SE NI %O, UFR vy AMS 
LUT OF, O FAGIC YS. TH SZ LOD V, 
SL Ai PED & BET & OS HSER RMT d 
。 の の, 及び チタ ン Mio FH & OH FSH 
fh LANE LFA vy RHEL OWE & 
な す も ゃ の あり 。 HU CHEBMOKMA I 
UK ic VU, LA LS 事 は 磁 鐵 太 チタ 
ン 鐵 奏 及 び 夷 炉 岩 中 に 硫化 物 の 存在 する 
HR, 2ZHEO 成因 の MRE HSCF 


RY PEI DO RAIS LAs VU SEL RHE CL 


C, PEK OA ARBs Duluth gabbro の 北 及 
び 北 束 の 境 に 洛 ふ 地域 に 限ら る く 故に , 
単に 分 結 作用 に 依る ょ りゃ も 或 他 の 作用 に 
KAS Seat. (Am. Min, 15. 243~ 
252. 1930) し 瀬戸 〕 
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1107, NaO-Si0z=K9% Kracek, 
BG, 

WSO 部 は 棄 に Morey 及 Bowen に 
ょ より 行け は けれ た り し が ,Nag 〇 に 富む 成分 
域 の 研究 は 理論 岩石 如 上 及び 工業 上 重要 
な る を 以 て 著者 は 之 を 行 へ り 。 本 系 中 に 
は 3 種 の 二 元 化 合 物 orthosilicate (2Nas 
O. 5iO2), metasilicate (NagO- SIO2) 及 
disilicate CNa20.2Si02) BY, 2Na20 
SiO2 は S02 40.7% 以下 の 融 液 中 に 放 
て は 融 跡 た に 洋 を ず , 1120°-45° に て 分解 
す 。NagO・SiO ぅ 5 OFF MBH 1089° 4-0.52, 
% NagO・2SiO2 は 874°+:1°F% Y 。ortho- 
metasilicate aJt RAB‘ t SiO。 43.19 KCI 
て 1022°, meta-disilicate mAb AHP SiO o 
62.1% 1K HST 846° な り 。 disilicate-77 HE 
DR EFERB A SIO 473.9% に 於 て 793o 


2Nas0. Nasg0O. Nasg0. 
SiO, Si0g 2SiO 2 

a 1,524 1.518 1.497 

Y 1.537 1.528 1.508 

DESte| 一 Oo ok 
8 Wpgy BAL gs eeu tI OK 
an WEF AR DA are TTT 


な れ ど る , AK と の KET BBs t 
SiO274.62 ICIST 782° な り 。 Nag O- 
2SiO2 は 678° ICP CIE Mi yyw & te 
L, 706° YEIC TiBH OD NagO を HX 


eb 
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768° 以上 に て は SiOg を 固 燈 体 と UC 
to 3 CaN OKIE EET IK 
Philo CJ. phys. Chem., 34, 1583.~ 
1598, 1930) CAR) 

1108, 南西 アフ リカ 産 花 賜 岩 中 の per- 
thite と antiperthite の 共生 に 就 て 
Chudoba, K. 

Brandberg の Kerngranit th on BB lt 
% ODE L LTE BIIC MAIC ESE 
Ai © fp meee Z Antiperthit を , 炊 に 正 長 石 
中 に 終 長 石 の 解離 そる Perthit を , BAK 
正 長 石 を 有 す 。 著者 は 斜 長 石 よ り 正 長石 
~ DEES Te B DALE O d> ( WIMEIC ELIS te 
DSL OMMEBK &RCBMI NT LS 
ひ , Perthite % (g Antiperthite の 何れ が 先 
な らん と る も , 二 つ の BR—IOO AKC 
Ht bNS 7 LARC HOCH LEAS 
y (CZbl. Min. Geol, A, 273~278 1930) 
Cay EF 3 
1109, Marienbad ‘F@8#O8 ASH 
研究 Haberlandt, H- 

AB aii SC (LIES Marienbad 地方 に 於 ける 
SWAB & ik~, 炊い で BAMBI 
Re slit SOV 

Marienbad jeAE ILO Hic BET 
2 AeA Sc PEL, Zr HAS 
MALS. ZL0K LT, 最初 に NA 
OVENS V, HT 本 体 の 主要 部 た る 花 
ieee L, 最後 に Sb ee Ic に ア 
FIA VMMSBMADAALIEYVS 
研究 の 結果 に ょ れ ば 本 庶 毅 に 於 て は 硫 物 
WRAP MC TEA RP IC LAU Le SEE 
SVE SEM aA Als Kaiser- 
wald, Fichtelgebirge, Sachsisch-Bohmis- 


chen Erzgebirge IC BSB る 花岡 岩 と 同 
種 岩 類 な る が , RH HICK TS Old Z 
等 他 地 方 の も の に 上 比 し て 最も 古く 上 是 つ 最 

LEROY’ OKT, (Jah. Geol, Lund,, 
79, 257~306, 1929) CAWHED 
1110. 多面 形 豆 石 (Polyhedral pisolites) 
Shrock R, R. 

ALR 4 y FT FINI TCRE LE OK 
WRAP IC DANE E RT SLOS, 
豆 石 の 大 き さ は 1.5mm 乃至 8mm の も の 
KUT, 小 な る % ゃ の は SRK PAAR 
を な せ ど る も , 大 な る も の は 7 紀 至 15 OW 
に ょ より て 圏 ま れ た る 多面 体 を 時 し, 就 中 


12 面 体 の ゃ の 最も 多 し 。 各 豆 石 は 石英 叉 


は 酸化 鐵 ょ り 成る 微 校 を 有 し , 殆ど 全く 
繊維 状 方 解 石 よ り 成 り て 放射 央 機 造 を 時 

し 且つ 酸化 鐵 の 週 律 的 成 生 た ょ り て 輪 舟 

造 を 副 ふ 。 

BoA E AGL ARIE FEC HI S RIC L 
THO A: WHR YG 明か な ら ず 。 HOME & 
PAIR kV 基 成 因 を 考察 する に , 各個 
XO DAIS TE BIN ERK IC BSE LIKS OK 
KBKS OIC ROA ICH BE EMI A 
Oke & He Ht ( SAKIKE BS OIC EY 
た る も の な らん か 。c(Am. J. Sci., 19, 368 
~372, 1930) Chines) 

1111, Lebombo の 火山 岩 潤 Du Toit 
A 

TH WORFR & PAT Pa A A & OSS 
Fete Lebombo yes MAGIC EV HE 
長 約 500km に 及ぶ , HEA 6 Dea RIC 
LU CHRE DIOS 9 km 乃至 10 
km に し て , 東方 に 5° 乃至 20° の 傾斜 を 
な す 。 
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ARCH RS EER ARLIS PF A Ss BE IK 
FHL VIRY , PHAR CC 構成 を らち 
れ , FEC RRER © 初期 た 於 ける BRO 
KESLORV, WRENS 3 it 
AOC Y VIRBCA PH IK Ih] 5-H LS 
BE ZTE V, ARS UC HE BEL 
tro Git Aa IC BCA EK HER O SCHR 
FVWK PSN PIC VPM IKK V HHS 
延長 30 km 幅 1.5 km © bey AE hed ts 
granophyre の 支 脈 は 閉 し きも の な り 。 

倍 之 等 火山 岩 脈 の 放出 部 に 店 層 に ょ り 
て 本 地方 は 約 15% の 面積 接 張 を 座 せ る る も 
の NL oCTrans; G. S. S-Afr., 18, 189 
~217, 1929) CHn#ED 
1112, FLA YH Cornucopia Oise 
岩 に 於 ける 再 結晶 の 或 影 響 Goodspeed, 
G. E. 

ォ レ ご ン 洲 の 北東 部 の 、Cornucopia ff 
近 に は , 中 世紀 の AeA A © 接 答 ょ 
( SEL, MAA It EI ERR IK L 
TC, 4 OBRML WPI HK HLA E te Vo 
CORAA LBL CTO AMS Vo 
Cornucopia IC PST (ABE BNR UAE a 
WR: < FSS L, RRRER, NF TAA PIE 
ME Ze AE WR RIA VY AIRE te UCHEF 6 
COBRA MOKMA AK te GABOR 
Rite SAR AE lid BH LH BE Lo 
ORRICK VC RAR ES LICKED, HE 
BER LM DS, WiRNRAIK LER 
た る tha k UIKS AR SRS VC, th 
FORA k ( HET S RR E ML 
同化 の 或 る 機械 作用 を 表示 する も ゃ の と 考 
~5 3, MIRBEKD © 如き 要素 は 重要 な 
SRE 演ずる は 明か に し て , HBO 


i th (LER hE LO AE Ue SHERI 
分 の 存在 , 及び 一 部 分 は HA AB EY 
誘導 せら れ た る 提 贅 成分 の 存在 に 依り て 
WIS. MPHRMMRNT RAD 
WIR 2 AE EA FG RT を 有する AMIE, 
Hi th DSC OD LEO KAORI SE 
RI o MARKCRUBNAMOKY 0% 
FESS B Py SE & TlH SB RMB KY 
直接 導 か れ た り 。 MKS ARIK BAS 
現象 に 開 係 する も , Se %e oS We 
に 外 の satellitic 物 賀 と は 異な る 。 CAm 
J. S. 116, 145~150. 1930) (瀬戸 〕 
1113, Duluth gabbro 中 の Rise と 
FS MRE BME AH 1105 BHR. 
1114, Scottish Dalradian ® Gre- 
en Bed group PO #715 IX(KS 
WRMACBAIGHE Phillps, F. C. 

Green Bed series DR % kK ( RSET S 
は Kintyre と Glen Clova の 間 の 地域 に 
LC, Mi DFE ICA LK S SEE 線 
RAB RAN A i ET: NA 
a Pita 黒雲 母 Na aA, 本 千石 角 
Na a, AINA REE SRA AO Ti, 
種 を 分 析 し , = 7) — {Eo al, fm, c, alk, 
及び mg, k, Wile si SSL ay に 
% OF RE Hier VT LT silt 112~ 
353 JED eME de Ae Ly, al-alk-fm-c py 
WKH OBS 甚だ 近 き PICEA 
の 分 野中 の gabbro-magma type に 一 般 に 
相 営 す 。 RIC BAGS VET, EAE, BEAL 
E MBA を 含む 種々 の AMORA EH 
OM & LL, 次 に 之 等 に 含ま る ゝ A 
長石 を 研究 し , 2H L 相 開 係 す る BI 


| 岩 床 の 長石 と を 比較 せり 。 RICMAIEN 


yb 
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ICR 3 DED RA @ SME IC HE & “C1, Green 
Bed {HREM BCH *sorcia 
FESTA DS HVE kV RY, HE Fle hak 
TIS HD FERED 成 生 な り , AIC 
雲母 が 通常 の 赤褐色 に BMEF 3 ia. FeO 
の 増加 に ょ る も ゃ の に し て , Sit 甚だ し く 
BAYS 岩石 中 の MAI Y, SA 
VED IC CE LE AaB © BPH i 
WEAK VAU, FeO と MgO と の 置換 に 
KS, LN Aid SAA © Bec EV, 早期 
TE CE RERT © KEI TLS BRA RD 
BERLE DL, MHRA GP 消費 せら 
れ , 雌 時 期 に は OPEC 作用 そ ず に 残れ 
SR BADBKEAD ST at RAI 
DBT RRA RAQARATA 
RAI BUSA Tilley 氏 は 線 色 片 岩 
中 の 角 際 石 の 成因 に つき 論議 を リ 。 
(Min. Mag, 22. 239~255, 1930) (瀬戸 〕 
1115, 1929 FOX We Be 

テラ スカ の 諸 火 山 に 開 す る 分 と し て は 
Akutan (18/6 及 7 月 中 >, Cleveland(7 ) 
Kanatak » pyc 3 — kl] JJ D,Martin, 
Mageik jij Shishaldin (28/5~ 
23/6) の 活動 及 6/5 の Aleuten YR Yew 
DMC HLAtr 3 HBR BE Yo 

Martinique 鳥 の Montagne Pelée (16/ 
9~30/11) (£20~21/10 の 噴火 た て 直径 
SOK OMAK AT, Saint Vincent} o 
Soufriére は 23/9 FL Ok & & L, Guate- 
mala の Santa Maria は 13/7 に 大 噴火 し 
i 27 ~29/9, 2/11 に ゃ 隆 灰 し , 2/11 に 
は 途 に 死者 を 出 を り 。 5/11 に 一 時 炉 み た 
る 後 15/11 新 に 噴火 せり 。 

IRE G, Raoeng, Krakatau, Slamat の 


活動 , 就 中 KKrakatau yc RE Cit 6/3 HB 
の 噴火 し , 3 BAK yt Anak Krakatau の 
Hy が 海 波 に 破 環 な られ , 8/6 第 9 BLO 
活動 た 入り , Anak Krakatau は 3/7 4 ¢ 
洗 ひ 去ら れ た る を 報 ず 。 

阿蘇 火 山 (16/8), Faloon 8 OZR 6 

#HEE Haulalai cB§ UT, 9 A~10 月 に 
か け て 起 れ る 強震 は , HR & Haulalai 
© Pa Kona 地方 に 有 し , Jaggar 氏 の 意 
見 に 近 れ ば Haulalai CRE LALA 
SPI VY LRS_ CZ. f. Vulk, 13, 1, 
56~60. 1930) (ERA) 


@ hk ® 


1115, BRAIFRMGHIIRET CLD FEM aE Ko 

TEAR Ub tv % @ Compass principle 
Kk BAGH Gta RE FET IK LC ROR 
F DPR EVE OPRSRIC (LTT HEB, 
FABLE DE OFF OWS RUE XV BBS, his for 
OAR EIA L CHET Bt LL Bath 
XY LOL SH, Bie Potsdam の Prof. 
D-. Adolf Schmidt の 考案 せ し Balance- 
principle を 加味 せる 磁力 偏差 計 が 使用 さ 
る ぇ ゝ に 取れ り 。 本編 た は こと の 磁力 偏差 計 
DRE, 及び 原理 , Scale value の 決定 , 磁 
SHER OBE, 水 下 磁力 の PEE (CRT 
BEM b S ORME wd, 6, 365-372, HAS) 
CP BF) 
1117, BRR ARWRRORA iA 
2K 0 

BORA BIRIC LC, MA Bi & と を し て は 
BRD, A BLO, Be SION, TN BA SAD Be Wurlz- 
ite HEE, HRROK, MRA EO, A, AL 
等 あり , Wurtzite (PME KG ae DATTA IS 


194C44 yb 


GL, ARORS BEAMS WRAL eK IC 
He, Kid POG MKRAB EAM Hrah & 
し て 産 す る と と あり 。 MARA MEIC 
PSEC 3 IRMA ORE & Here B 
(eB L, WALA LY DRM 生 迄 を 一 
DOPMAEO BRACEM LB SS MW 
bla DEA es RIK Re S YAIR IS HH 
RA (ot 3 ia RS AEE Sw EL 
て 上 昇 し て , TEI OEM & ERS YH 
LC MEA as (IE a> © JA ICC Nn oa 
DE RLTK & PRI Liv S109 (C Wartzite, 
PROG & PWS Lt IC Se S RPE t 
THS%OSIN¢, HRA BE MRA 
LUMEN XSC LAS OMPEBM EH 
2S ORAL LENS S_ CWE 37, 271 
~272, 1930) Crp BF 5 

1118. BRR SORECRET BS 
PAT HACEB 6 

RED IC FEO FP EA Be 2 
如何 な る % ゃ の な る か を HGRLIC WH L, AR 
Ciel & SG OH & OBLAET S PAGRIC 
ah CaPik L, RA MEIC It 地質 調査 の 鉄 
(Pb YOHL BSL, BK SHBK 
LIFE © PGI RET Id, 朝鮮 の 各地 に 
BEX CARBO EL, その 中 KK IM 
2 BS \ PUTER OE SATEE £ K&B 
W] L, RI BURA & HG, &  OBWEK 
(L'P ETC ARI © A SEAL AG © IR IC 
FRE SCOLIEL, BKC BEL 分 布 せ る 
ki BRU SO 4 RIS EE UC EM 
Age KA CRS % OUT, 所 調 Obl 
FLAT SLO 同一 た し て , と の 時 
代 に 人 金 確 床 の 大 部 及び 二 三 の 鐵 , Ho BE 
GK & ACK SLORY LAV, BE 


8 


SW EASE LIK MLPA & ah S 
LICR te SUE ARE YD CH ETEE 
13, 115~187, WAS) CBP) 
1119, LP ES ta IIT 
ACF ffi ; 
ORS 780 Ry fe be kV 
Ft SRE O We AKA ROE 
OPP LPB DTS LGD ( DR 
的 成 生 の も の な る ささ し 。 PBWK LHe 
( BSE 乃至 ni POO & A OL, 硬度 
約 5 BE, SE 2.32 te, FARR IK Cit 
淡 礼 色 同心 放射 構造 を な し , 十字 == ん 
KCRT REM ROT PeEMAT . ae 
OPEC SIEGE IC LC RAPAAIL HH] 1.5 内 外 , 
HERB P2O5 24.84, Aly Og 34.88, 
H209 3132, Wg0Q 6.08 KUT, 
AlPO4, AICOH)3, 7~9H20 な る 人 分子 
式 を 得 。 と れ ら の 結果 は 従 弱 知 らち られ た る 
% D5 % Fischite AIPO4, AI(OH)s, 
2 1/gH2O 及び Peganite AIPO,, Al 
(OH)3, 11/2H20 tS = BRI & COR 
WF GWA, 37, 291, 15) Crp BF) 
1120, DRAWS RRRPOHBRO RA 
EAS S—AMCR) PRE RE, 
TAGE RD Ct A & FES e LE 
極め て 稀 に し て , ALT SBR IC BSc 
は 雄 黄 は 主として BEA, HAA RUE 
RH LIEK BEA ERR LT EXEL, 上 
昇 熱 泉 中 ょ り 初 成 的 に 成 生 せる も ゃ の と 認 
O63, COMMRURB EA DRA & HE 
め む が た め , MIMO « の ARI 
HE & WEG ES LOI LT, PEICAE 
Bs EAE Fs EDR OFS WG RIC EAE B dv te 
Yo (地質 ,37, 272~273, 1930) CHa BF) 


yb 
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121, RMBV=bNOBYNAPTAA b | 


(ZHET Derry, D. k 
ALY S = b SME DO LSE RUE 
KILDA e RW L, 更に 同 地 方 の マゲ マタ 
4 PIP ODDEKO RAC CT RRS Sd 
の に し て , 二 な る も の 5 ヶ所 を 例 と し て 
媒 げ て 設 明 す 。 即 ち 同 地方 に 於 て は 鐘 大 
VS IVE BR UR SC 0k SOME BR URS IC LIES 
TC, HEH OBA RO original magmarfs 
DBR ps segrecate LD CHAE SROKL 
CNFeAZPLELCHARS magma 
は 多量 の 鉛 成 分 を 含み , と これが KE HPs 
te SWF CPA e segregate L, 4 DPRK 
KOAEIPe LY OGY & KSsq (Econ. 
Geol., 25, 145~159, 1930)C rp RF ) 
1122, Duluth gobbro OREMtHERE 
ASHW 1106 228% 

1123, FRSCHRWICEETS S AR IDET 
宮本 弘道 。 

RRA HAE Jet & RIN ea & @ eR aS 


> WI Hy IC RSES B— PL L CHAD 
2 EEC o MER © BEA He IC SS 


は ot TRIG, 褐 鐵 斑 , BLAIR, 黄 鐵 

DR TEST, TeRD, SAT, 陰 亜 鈴 斑 , 方 解 
A AZA, BRA, KVR A の 本 
PA SATE, クリ ント チ ティ イト 局 , REE 
輝石 , ERAT, BRIA, 石英 , 4% He AE te 
Yo とれ ら の 5 らち 特に 注意 すべ きも の は 
MiBH, ~ ATA. 7VYbFTAPBHOzp 
種 な り と し , その 各々 Coe fii Hic 
205 GW, 37, 287~288, 193) 【 中 野 〕 


A iA ie ik & 


1124, BiaRARROMB 高橋 純一 


PEAT UL FES A YH JR VER US WC ARR BE 
日 本 化 幅 弧 覧 に 詳 論 せる が YOK (dbo 2 
~3 の 問題 に 就き て 論議 も せる も の な り 。 

石油 生成 と 海水 。 此 間 題 は 石油 が 何 贅 
に 海 成層 に 限ら る ゝ や , 且 戯 水 と 石油 と 
の 成因 的 BARI S Bs, ZI BEY Cd AAS 
OR 

% SORE IC HE Tid 何等 許 明 を DUN 
た る 者 な し 。 著 者 は 魚油 と 邊 土 と の 混合 
yn & BOK De HC BP LC ILA PK 

BRWUAZ LU ROM iM EE YS 脂肪 
mater に て は eis nye ic UC, H. 
PERSP & AIC LER 3 WORE 
用 を 起 し , 或 種 の 結合 物 を 作り , ii & Ure 
な る 有機 堆積 物 の 中 溶液 に 可 浴 な る は 右 
Hey & LER TE XS % ALO IEE 

と 結合 体 を 作る も の な り 。 BH CK 
Artie & Aire Vo 

WHEE & AVHRR. FAZE © YAIR IC 
於 て も, 油田 に 産 す る THA BK HW S 
も の が HERLDL HSK, BH UAE 
WUC CHRIS S YEA OBZ V Wire oF 
Rev, LEORAP KEES 3AM 
DAMME F AIZOR MM & AA 
FLV ZEERBEPME LIBR Vo 即ち 
YEANP ICED BER AREA Me ASI D 
結 融 作用 に 依り CHR AAS 7 by DIK 
HEL te OC TERE L, WOK RAM Om tt 
HICBLESLORI, MIReOMPME 
ACEH, 多少 の Mic Ly CHeHe bs 
ゝ る の な り 。 CRs 94, 709~715, 
1930) (AAI 
1125, Yates HHOZMEBOKA 
Adams, J. E, 


196¢46) yb 


Sk 


Yates hit py 7 +H AY ORY 
D&DELTE (MES AMBEYV oo H 
AGE ESM FG © Jet HORSE BR a aE & 
VROM ( Aiamet Vo BPS Yates 油田 の 
Beith ep Be Aaya @ WKY LEE PED CWT HF 
は れつ ゝ ある 方 法 に 因 る も の な り 。 AK 
HOD top に 於 て 念 傾斜 を 有 し , HH. Yates 
sand の 下層 な る 砂 質 石灰 及 無水 右 管 の 厚 
層 が 藤 洋 し ちあ る 事 は , 党 地方 が “top of 
line” の 時 代 以 前 た 地形 前 に 高位 た あり 
し 事 を 示す も の な り リ 。 特に 含 油層 を な す 
AAS $3 BS YOR ICME SS IK HEC Mot Az S Uk 
CO ALIN BS SHY I tes HD x 1 Hews ty 
BUCHER SHE MT LOGY» ii 
て こと の basin yrspan & Ay — te } HEREC 
因 る も の に し て , 右 油 母 液 の Sup bowl 
と な り た る も の な り 。 産 油 功 域 は 共 夫 積 
HUF OX IC LC anhydride の 堆積 後 
CYST HR OBI ba a PIC BR 
せる も の な り 。(B. Am, A. Petrl. Geol. 
14, 705~718. 1930) CAA) 

1126; Dixie 油田 Shearer, H, K., 
Hutson, E, B. 

Dixie 油田 は Caddo 油田 の 東方 3 WAP 
OWI UT, 今日 迄 3 WAC 37 の 産油 
FFE 32 の 不 産油 井 が 掘 買 そら れ た り 。 油 
SLB HCY et BR ER SC ete ELS, 
AHL FBR ERC tL REED & Te TF _LK 
FUSER Osx ep te S Tokio fat okt pe psp 
に 存 す 。 営 油田 は Sabine uplift に 在り 
て , FEA atk (t Anticlinal nose mREHk & 
示し , Avhia FRAO AMI HRS 
IHERB Vy CURE IC He By 
Die), CB. Am. A. Petrl, Geol.. 14, 


743~764. 1930) CAA) 
1127, Cromwell H#HOSBAG 
Grawe, O. R. 

ォ オォ ク ラフ オマ の Gromwell ~HA oO Cap 
rock % tr} 4. f6 Ho 54 OB ICM & CT 
DIAS SRI KRalt, と の Mi Als 
Jb RBI & 開 係 な く , EO AAR 
ERRDEAT SOV, 証し て 何れ 
の 買 岩 も 同様 な る 特性 を 有 し 地力 Say 
KS BE OBA BHO 
(ICL) CHD OME EMOELE D 
Bee ee TERR rc LC, HE HR RR IK 
PMR CHAT 2 OV, ZH 
Wek SCS oF UT, 堆積 BNE の 環境 
KA SLOrV,. HAAR? OFF FM eH 
に , 其 比重 の 増加 を 示す ぁ も, Ch MATL 
は 開 係 な きも の な リ り 。 (Econ. Geol., 25, 
326~347. 1930) CAA 
1128, FLOR C.D. Miller, 

IXPRIC LOC 自噴 する 油井 の 原油 が , 
ェ マ ルル ジョ ン を な す 例 は Ded, MoO 
KRM ATRC LOEB RKee ny 
3 YE REL CEMA MEK ISHS Lo 
Ait i= ~~ 9 ay oO 生成 條 件 , 及 
UX OME & Hess COil Weekly, 54,31 
~32, 110. 1930) CARR) 
1123, Bah ERHORH 
teig, R. 

Aivih hag LIC BE LAR CAD © Bye Ye 
HAR Hick 等 を 利用 する 場合 パラ フッ 
ィ ン 基 他 の 有用 成分 が 同時 に 吸着 そら れ 
損失 量 を 増加 する に 至る 。 ペ ラフ イン 漆 
白 の 際 5% の 百 土 を 使用 する と せ ば , ov 
FIA YOZICMBEDSBSLEO 2% に 


Fuss- 


er he 


yb 
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SEL, SRS RMT SBS is ERIC HT 
す 可 ら ざ る も の な り 。 RUIERO DM 
JELKREA AN SU CHOK SRO 
HALE Mts,, (Petroleum, 26, 627 ~628. 


1930) (#8) 
=X RHE 


1130, AFORE Randall, J. T, 
Rooksby, H. P., Cooper, B.S. 

SBE |< EBS EB Ae a BE REE LC 
15~2.0X10-7 cm の クリ スト ペラ イト 
上 語 手 より 成る と と を 知ら や た り し が , 本 
報 に 於 て は 更に CaO, SiO2, NagB407 
REBATE CRMs RR VU, TOKE 
RG L 10-6 ~ 10-7 cm. 得度 の 極微 結 品 
を 含有 する こと と が BES SrA HI, Hh 
波長 XHIC Cikh b MARE RW 3 & 
得る な り 。 従 て 無 定形 な る 語 は 無 意 味 と 
な り , —- AR TIt PERE © HG EY 
HM bite, ROL 結 品 質 な り 。 こ と の 老 
FEICE づ げ ば , HHT © ea HEA at 
We Bitv, LO 2 PEE, 燈 融 , 電解 , WY 
Ae 2h AGRE & BREEZE IK kV CHR Db 
S~Lo Cour, Sic, Glass, Tech, 14, 219 
~229. 1930) CHAK) 

1131, SEBRRRORRBRR Cole, S. S. 

BAK A Sb FE SES EB 7 RL KCK 
20° 乃至 950° fA] FAIA, 見 掛 の 比重, 
A FLIES EWES Yo MAME he O 
各部 より ょ り Houldsworth 及 Caffo 
法 に て 測定 せる に 大 さき さ の 動 挫 は 極め て 小 
XO, 115~130% MICS VY, COMI 
APVAPHRAZPRERVFASTAERO 
RICHES 2 OY > AFL 


(Arte BSCR te Lo BUN EE Ie RS 
LU BY re RAO a aE a A in) OY 


|BLESS,OKILLAMR vse rec 


於 て 全く 異 れ り 。 RICHER A Er 2 ro 
WARAR IS Hic, 石英 岩 の 種類 に ょ り 1.30 
~1.92% OIC PHL, MELE OKI HK 
(LHD WAS IC RIE TEBE it~ 
Hie @jour.” Amer. Cer: Sc., 138, 437~ 
446. 1980) GA) 

1132, Aly,O3—H2,OKR (2 DX THittig 

. F., Kostelitz, 

と の 系 の 各種 の 資料 を , 互 の HEA Bil 
eA TK & WIC L, BEAN ARR SHE IC 1 
te SUE AYSAREIC HE A tL Cee 
Yo Re SR ROMMBIE Al20s・3 け ぁ 
OKLTZe Bibmit Al,O3-H,0 と の 
間 に , 結 品 水 化 物 が 各種 の 上 比 た て SH AY 
に 存在 する を 知れ り 。 之 等 は 夫々 自 性 を 
示し , 特有 の 分 解 温 を 有 し , 特徴 ある 粉末 
BUR E 示せ どる も , ee eae A 
せ ず 。 MAIL AK S SPER ICI TEV 
I #679 Al20s が H2O を 吸収 する 
RE it SS ARH, U. H2O を その ま 
> 保存 し て 結晶 す SARAB. WT. HA ESE 
金 に 結 品 せる 物質 が 、 そ の KHIR & 
存 し な が ら 告 ほ 水 分 を 吸収 する 汰 盤 。 一 
般 に Al20s H2O の 前 後 開 係 は この 三 
階段 の 組合 せな り と 考 へ て 訟 明 し 得 べ し 

z ,CZ. anorg, u. allg, Chem,787, 1~15, 
930) Crate) 

1133,  Y-Al203 €XMAILHET 
ASH 1105 2288 0 

1134, NazO-Si02 二 成 分 系 ki 
1107 参 昭 。 
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1135, #RBBO RH eA AHIION 
RHR 

1131, 一 定 成分 を 有する 高級 及び 低級 の 
ま 酸 忠 に つき て AH 1103 参照 。 
1136, 一 定 成 分 を 有する 牌 酸 忠 に つき て 
Aci) 1104 参照 。 


石 Ix 
1137, ZMOBR HbA. 


AMAL ERE SIC HS TB RR D BE BIC 
し て 支那 石炭 の 産地 , PEM ARH, 炭 質 , 炭 
晶 等 に 就 て 述べ られ た り 。 Wi UCIKE Ia 
CER PH ONLUR RAE RAO DHEA 
を 附 し た り 。( 燃 協 9, 606~614, Af 5) 
C8 5. J 
1138, SACO MAISHT Fischer, F. 

AMS ILE L LUCHA SORA SH 
賞 を 基礎 と し て 論 ぜ られ た る も の に し て 
量 初 に 600C 以 下 の 乾 鉛 た に 於 け る Humin- 
Huminsiure fic Bitumen o 4b CHET 
述べ , RCMB UK Bitumen o Bett 
(CPG SB AK BET HU, 更に Sekundi- 
res Backen に 論 及 し , 最後 に 600°C 以上 
D7, BO Ty Ed BYE HY) «Zecheukoks (cH, 
Tits SHS VY .(Brenhstoff-chem, 11, 64 
~66. 1930) C#BSL) 

1139, Eozén #§sc2O H, C, N, S. O 
庄 元 素 の 水 率 添加 に 依る 移動 Makray, 
Vi 

Eoz6n 褐 炭 の 水素 添加 試験 は 械 に J. 

Vorga RICKY て 行 は れ た り 。 AG Ia th 


RAIC BSG SSR EB OMICH ODA OT 」 


FEV 


水素 添加 は 20 1 o [nls Autoklayen 


1 CC AKSERE 110 SAR PC Feith, 用 
U4 B PES KAD 2.60, IRB 7.30, 5 GH) 
4.23, S て 可燃 性 ) 3.92, C 63.01, H 5.42, 
N 1.04, O16.71 な る 組成 を 有 し , 水素 は 
H97.5, CO 1.6, N0.9 に し て , tine 3 As 
PAPE AL RR IS, FezOs 99.1 水分 0.22, SiOg 
0.68 % Yo 

do \ 3 ORME XV RINE > Hi 
SLE Ue & BUST, Th, BAS DAB te ST 
析 を 試み , HICK OB OAR WIC VG 
即ち 石炭 中 の 炭素 の 53.4% は 油 に ; 21.7 
lt RUG IC, 24.6% (t SSP IC HBL, 用 
Ube SKM OD 29.8% (2 HHI 21.8 
% Ud LMR IC SBS FP LC BUG Ic BEY Hh, 
VL BUG Be RTE D BAKE NEF o 
ii Feo Os 及 酸 素 倫 有 有機 物質 の 選 元 に 
WME SR UIKRA 2.9% CHEF, he 
AIK DRAB Lb FEA EY © Fo WR IK $Y AE 
じ た る も の な り 。 硫 黄 の 96.7% lk FeoOs 
LM LIND ABH Si Old 0.39% RE 
HOS. Ape! YD BHiL 41.0% NH3~, 
31.42 typ o Base へ 移り SHRBES FEL 
Sb OlatHwD Cate Vo PRI 46.0 
%CO IC, 35.6% JK ATK IC BRS. 9 は 
油 中 の Phenol 即 も Carbonsiiure Kresolen 
ょ りう り 高級 の Phenol に 含有 を ら る ょ る も の 
な りり 。 (Brennstoff-Chem. 11, 61~64, 
1930) Ca Si) 

1140, REOMEMBAMHS AY RIGS 
石炭 の 成因 Lieske, R. 

右 炭 の 主 成分 は 植物 ょ より 生じ た る 事 は 
疑 も な き 事 綿 に し て , 主 な る Ae 
autochton %;Y 4 iy し て 植物 質 は 最初 に 
泥炭 化し , Sy yECPAauzentorf) 2 0A 


a 


vb 
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REET SLORY, FHEHoOMRL 
現象 ) 泥 炭 の 時 代 に 於 けり る 微生物 の 活動 
成 生 上 ょ り 見 た る 神 炭 及 石炭 の 相違 昧 及 
TUR EER ic Torfmoor に RG ZARA 
KCBS 3 PRR CH TR OA & FI 
HE LC iFam URO Mn & Hae PRY 5 


VE De lt D RAE RM BME EEL UCB | 


《 微生物 の 活動 に 買 ふ ゃ の に LT, WER 
LY tbe 7s BA bee Ay yy ch 化す 
6 WARE BR OWIZIC LV Dt VY OFF 
FECHKYEHEV, HUCRAE 
DAI HST SB GAM te S FAME BK Id ALE D 
Hn 7s Ee wy EE HE IC Hh ES AE FR 
PMEKCAAY bSSELELAN LS i 
な り 。 HUA OMTFEIL KARO YEE IC BE 
し て 織 維 素 及 其他 加水 分 解 し 得る 物質 の 
然 ち ざる 物質 より 容易 基 敏 束 に 分 解す る 
Hem L, 加水 分 解 し 難 き 物質 は 第 一 に 


木質 素 な る が 赦 に 木質 素 は 石炭 の 主 根 原 


な ら x 3 ~ a> b HC Brennstoff-Chem, 11, 
101~105, 1980) (#A51) 

1141, 支那 の 南西 部 四川 省 産 石炭 の 題 微 
鏡 的 厩 究 Hsich. C. Y. 

本 研 完 た 用 ひたる 試料 は Cremer 氏 の 
同 租 より 探 集 せる Carboniferous 7435 
Permian 及 Jurassic に 局 す る 10 Bio 
AiR LC, 著者 の 多 逸 溢 在 中 (AKI 
ける フ ' ョ シャ ヤ ャ 地 窒 調査 所 た 於 て Gothan 
Hi Potonie, Bode py Hic tag oF Ic 
{JrS% ORV 6 

PELE L LC HMC & SPA LE 
FSH, MIM EER ODT Vo 
ZO Mihi he HA Lo SAAD 
RA OBB AK V (Fuel, 9, 1~16. 


1930) Cal) 
1142, Eeast Penine RHICRUZA © 
9 Wilcockson, W. H. 
BHORHK RO 3 Shel o hh Cay 
DE te Yo FIC AERA tt West Yorkshire, 
South Yorkshire, North Debyshire 及 
Nothinghamshire “oj 4% te } Ate & 
含む 英國 第 一 の 炭田 な り oCFuel, 9, 30~ 
37. 1930) C#EELD 
11943, BRS—RRORD ACEH 
Holroyd, R., Wheeler, R, V. 
FEA 5 OWA OAC BAT 3 HEARD 
ai CRE BEL, HA OR MKB ICRA 
FSMEAKATIKK-EKT hh CVE 
AK RAE Wy WEA EL JR A UC BE PRY PRE US ET 
は 常に EAL SWE HAL. I 
Ale UCHR ARO E RAE TERETE 
DEREK). RCHRKEE TR 
航 同 一 に た な らち らし むる に 足り 第 二階 科 の 分 
解 を 充分 防ぎ 得る 著者 の 乾 個 装置 を 記載 
し , CEA be © HEHE BE, SCAM ERLE 
BR OO FE BEE ICBA LCS 7 Vo Ti 
LUZERaKKKC HT Burgess, Wheeler 
WEROHUKSLOe 路 同 様 に た し て , He 
Sele CHR ST MPH bark 
=H DARE Ry BE AEE ZI LSE 
RTH BLE KY SL OV, Feel, 
9 40~51. 1930) (鶴見 

1144, Spitzbergen 諸島 の 石炭 
Hole, A. 

fe DALI ARENAS AERO 
Abe. BETH EY, 中 部 以 南 は 主 と し 
T Fibs BRC, 中 生 代 , 第 三 紀 間 の 地層 ょ 
リ り 成り, 特に BS 紀 層 は ほぼ 水洗 な る 位 


150¢50) ib 


IC CRE ERT 
石炭 層 は 下部 石炭 紀 , BSEAL, 第 三 紀 基 
席 層 間 に 挟ま れ て BE DAG L, FibeHebE 
層 は 4 BSVv TC, FEB 10m, BE 
15 fig, 白樺 紀 炭 は 主 な る も ゃ の 1 層 に し 
て 厚 さ 1~2.5 m, HARE 15 FMAICSET 9 
第 三 紀 炭 は 更に BRC 分布 し , 2~5 fale 
れ , R= ユー2m, HAIR 50 MIC HET 9 
現在 主として Advent Bay の Longyear 
City, Kings Bay 等 に て 第 三 紀 炭 を 採掘 
L, Norway, Sweden, Iceland 侍 に 輸出 す 
(Resalt Norsk, St-Unders. Spitzbergen- 
ekspeditioner, 1919,) (yR32 33) 


SEE 


1145, U1tramarine の 成分 に つき て 
Hoffmann, F, 

Ultramarine 及 Ultramarine 3£76 % 38 
tt Ra の oR Pepe TC HASH LC Sodalith 
Nag AlgS 6 O24 Clo が Ultramarine に 
MT SHELA] が 取り 去ら れ , 結合 の 強 
き Na4Al4SieO2za な る 成分 が 存在 し , SZ 
は NaoSOg が 存在 すれ ば 、Na gAl4S 8 
Ou と し て 作用 す 。 そ の 際 に 着色 現 祭 を 
tPS>, ZAK 4 + He Na 即ち Na 原子 に 
ょ る と 考 へ ちる 。 Ultramarine 基本 は そ 
OW hb SNM REML,S KL oA 
色 現 人 象 の 逆 作 用 な り リ 。 ARR Ultra- 
marineyz AR atic k YC fa ORME & FLX Vv 
る が 如 し アッ カリ の 他 の 金 局 イオ ン に よ ょ よ 
る 置換 を 考 へ な けれ ば , Ultramarine の 色 
は 一 般 に S.O0。 及 Polysulfidschwefel の 
増加 に 階 っ て , 可 成 著しく 濃度 を 増す 。 著 


$k 


者 は 青色 Ultramarine 中 に 存在 する 
Polysulfidschwefel が 著 し き 着色 作用 を 皇 
する を 知れ り 。 Ultramarine th DF RIC 
て は 初め の sulfid 領域 か ら S が 達 け られ , 
X OE SB RO BME IC PEL © S は 初め 
OARWBIC EE FIC BARGE DK ih LYE ATE 
に て 存在 す と 。(Z. anorg, u. allg. Chem. 
189, 91~100. 1930) CHE) 

1146, SiF4ORB Patnode, W. I, 
Papish W. J, 

Axe eek Denmis, Cory 及 び Moore の 
TECK VCEDEV, MROMBIE V 
att Solid-vapor curve に つい て , 
log p=—1846.2x a +10.48; 
vapour curve に た ついて,log p=—975.0 
Xa $8453 を 得 た り 。 AREF ICR 
OS AEBS —95.79% VG CJ, phys. 
Chem, 34, 1494~1496. 1930 う て 渡邊 新 〕 


liquid- 


BARR 


MGB AY OME HtKee RI 
FEB SY RU AR YD RAL DBKHPG SB 
RWS Ic 出席 の 任 を 了 へ , Ti 
Be LSS BRS V. (PRB) 

洪 間 火山 頻繁 に 活動 TEVA 
Gr * BASE IC RR & 線 返 し 特に 8 月 20 日 
年 前 8 時 30 Fp OR BE IK IL, EAL CRA 
を 飛ば し , 小諸 口 に 面 せ そる 項 上 に HK 4 
AP EW KO 惨 死 を 生じ , 9 月 5 日 の 午 
前 5 AFG OR EEO 際 に は , BERRA Ic BF 
居 , 小川 , 越生 , 川越 , THANG TT & FB THK 
ED Ob IC MRS EBA, 同日 午前 10 時 
頃 に は 降灰 束 京 市 内 に 達せ り 。 CURBS) 


第 四 AB 


4a Ai BH Yn BE PR 第 四 He 
xe #2 A 
BH tf 津 WM if 
PSs hee PELE HERE mis 純一 LEIP RAR 
ES = ft fie A WE -— SB Ht = ff 瀬戸 AR 
fel 2 = ff HOVE MAER 
本 @ 願 A(t) 
伊木 Hk A RR 小川 Bi = 大 井上 義 近 大 村 — 5x 
will 量 在 VA {ERS 加藤 武夫 河村 幹雄 EMAEPR EG 
te * AA MATTE MA HEE FA a B= 徳永 重 康 
中 村 新 太 康 BF FH SARE 2B pk 武 保科 正昭 松本 唯一 
松山 SEGG 松原 je 4 AK — EB FF big 2 FA 光雄 


siassemmimtes (Et) 


Lid 潤一  ARER IKRE OO 
高橋 純一 高根 GR mba Ee Re RA 叫 
eH 峰 一 AA 次 男 吉木 RE 濾 邊 萬 炊 郎 ROA 


A @ BGA Bi 
8 2. jE 

RE (Se TC A A 
ee ee FLA 75 OR Ura 


GERAIS 
AN 2S 1A HAG Fie AC EB aK PS 
AAA A AES 
BRAS = HW & — 
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Ae i ARE T Ab 
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